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P
9
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特
許
状
と
カ
ベ

日

?え

は
じ
め
に

一
同
リ
ス
持
続
別
枠
仏
の
一
系
一
本
倣
仲
間

ロ
リ
ス
納
付
鈴
絞
め
構
成

プ
レ
ヴ
ォ
テ
の
線
交

失
問
問
ル
怜
の
政
治
的
依
後

;ま

じ

三
ロ
リ
ス
終
済
状
紘
砧
及
の
意
義

地
理
的
・
等
代
的
約
分
布
状
況

図
玉
直
結
領
へ
の
品
波
及

シ
ャ
ン
パ

i
ニ
品
川
似
倣

た

す

び

め

語
関
係
た
規
制
し
、
共
間
体
と
そ

《
凸
}
以
岱
吋
丹
市
加
ふ
町
内
町
一
向

H
H
n
y
F由
m
w
m
r

ロ
知
]
寸
押
印
ぬ
同
H1州
W
H
w
n
v一
色
出
品
》

全
体
に

し
た
法
令
」
で
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紀
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L 
ζd 

の
普
及

ベ
ラ
ジ
の

森

山

治

郎

101-

2
C
共
間
体
の

に
た
い
し
て
は
づ
き
り
と
規
定
さ
れ
た
諮
権
利
を
保
揮
す
る
た
め
に
、
領
主
権
下

に
よ
れ
ば
、



後
期
間
法
特
許
状
の
政
治
史
的
蕊
畿

で
は
、

は
フ
ラ
ン
ス
中
世
史
研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
寵
づ
け
ら
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う

ま
ず
、

の
議
説
書
に

題
習
法
特
許
状
は

単
純
特
権
の

(gaHHMHur
怜
g
n
Y
3
乙

と
か
プ
レ
グ
ォ

器
市

同
)
]
q
b
〈

hV45日
持
m
w
V
4ル
向
日
巾
mw

仏
mw

℃
H
Aゆ
く
O
H
Aゆ
〉

よ
ば
れ
る
都
市
を
規
濯
す
る
法
で
あ
る
。

で
こ
の
プ
レ
グ
ォ

t求

コ

ミ

ナ
i

ソ
都
市
、

コ
V
J

シ
品
一
ブ
都
市
と
な
ら
ん
で
、

ブ
ラ
シ
ス

A
-
z
ス
吋

γ
拭
こ
の
器
市
を

て
行
政
さ
れ
裁
判
さ
れ
つ
づ
け
る
も
の
い
と
し
、

の
一
類
型
を
な
し
て
い

「
諸
特
権
が
与
え
ら
れ
た
の
ち
も

の
プ
レ
、
ヴ
ォ

E
・
シ
ェ
ノ

γ

も
の

と
特
撮
っ
け
て庁、
い孟

ミsz
i' 

t主

て
い
る

の
特
許
状
が
住
民
に
は
政
治
組
識
つ
ま
り
自
治
組
織
を
決
し

な
し

こ
の
類
型
の

王
権
と
の
間
に

っ
と
も
深
い
関
孫
を
も
っ
と
い
う
点
で
も
法
制
史
家

基
本
的
に

て
い
る
o

オ
ザ
ヴ
ィ
品
目
マ
ル
タ
シ
は
、

刀、ミュ

i
ン
蔀
市
は

ハJ
工
ミ
?
一
、

σ
，T、刀、
I

と
り
わ
ず
、
:
:
 ノ

引
用
者
)
で
あ
っ

と
述
べ
、

シ

ノ

γ
は
、
プ
レ
ヴ
ヰ

「
と
く
に

タ
イ
プ
で
あ
り
、
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ル
マ

γ
デ
ィ
!
と
の
境
界
地
帯
に
い
く
つ

〆

h-"
、品、

L
大
カ
司

よ
り
望
ん
だ
の
は

4
ロ
阿
部
門
同
町
ゲ
C
Z
H
m料
品
。
片
品
目
命

〈
リ
プ
レ
グ
ォ
蔀
市
i

」
に
は

ん

そ
れ
以
上
の
特
権
を
も
っ
コ
ミ
ュ

1
ン

る
の
は
稀

ザフ

て
い
る
。

銭
方
、

M
-
ブ
開
ヅ
グ
に
よ
れ
ば
、
阪
恨
習
法
特
許
状
は
都
市
の

い
う
よ
り
農
村
の

で
あ
り
、

い
う
よ
り
領

あ
る
。
十
二
世
紀
以
来
、
領
主
権
は
、
そ
れ
自
体
が
耗
来
か
ら
も
っ
矛
議
と
大
開
墾
運
動
・

新
段
階
の
領
主
制
は

主
権
の

の

よ
っ
て
、
担
薮
的
変
化
な
余
儀
な
く
さ

刊
一
位
会
生
活
の
変

カミ

の

鰭
負
担
を
定
額
化
さ
せ
そ
の
重
み
を
軽
減
さ
ぜ
た
」
と
い

け
ら
れ
る
。
こ
う
し

て
領
主
・
農

民
関
係
を
改
定
し
、

の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
明
確
に
規
定
し
て
成
文
化
し
た
も
の
が
悩
穏
法
特
許
在
で
あ

し
か
し
、

マ
フ
ロ
ッ
ク



は
慣
習
法
特
許
状
を
王
権
や
プ
レ
ヴ
ォ
都
市
と
ま
っ
た
く
関
連
づ
け
て
い
な
い
。

(
9
)
 

ベ
ラ
シ
の
ば
あ
い
も
同
様
に
、

視
点
は
領
主
制
と
の

あ関
る高連
。で

し
カ、

設
定
さ
れ
て
お
ら
ず

政
治
史
的
視
点
が
含
ま
れ
る
に
し
て
も
、

そ
れ
は
領
主
制
的
小
世
界
内
の
分
析
で
し
か
な
い
の
で

こ
う
し
て
み
る
と
、

ブ
ラ
シ
ス
中
世
史
学
に
お
け
る
慣
習
法
特
許
状
の
位
置
づ
け
に
は
、
法
制
史
の
側
か
ら
す
る
の
と
ブ
ロ
V

グ
や
ぺ

ラ
γ
な
ど
社
会
経
済
史
の
側
か
ら
す
る
の
と
で
は
、

そ
れ
が
中
世
の
王
権
で
あ
り
中
世
都
市
で
あ
る
か
、
ぎ
り
、
領
主
制
や
封
建
制
と
無
関
係
で
あ
り
え
た
は
ず
が
な
く
、

一
見
埋
め
が
た
い
溝
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、

王
権
に
せ
よ
都
市
に
せ
よ
、

ま
た
、
領
主
制
も
全

主
国
的
な
規
模
で
の
政
治
横
造
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
た
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。
わ
が
国
で
は
、
中
世
の
都
市
と
農
村
が
領
主
支
配
権

の
成
立
と
の
関
係
に
お
い
て
同
じ
平
面
で
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
領
主
制
と
い
え
ど
も
権
力
構
造
全
体
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ

-103-

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
は
い
ま
や
常
識
で
あ
る
。
問
題
は
王
権
か
ら
末
端
の
都
市
・
農
村
の
共
同
体
ま
で
を
ど
の
よ
う
な
論

理
構
成
で
つ
な
ぐ
か
で
あ
り
、
政
治
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
、
慣
習
法
特
許
状
が
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
解
決
の
い
と
ぐ
ち
を

と
り
わ
け
、
国
王
が
援
与
し
、
バ
リ
南
東
部
の
ガ
テ
イ
ネ

(
の
笠
宮
曲
目
印
〉
地
方
を
中
心
と
す
る
八
三
カ
村
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ロ
リ
ス
特
許
状
を
検
討
す
る
こ
と
は
有
益
と
思
わ
れ
る
o

(
U
)
 

M
・
プ
ル
ヮ
の
研
究
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、

も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
o

そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

本
稿
で
は
、

つ
ぎ
の
二
点
を
追
求
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
は
、
諸
条
項
の
内
容

分
析
か
ら
国
王
の
ロ
リ
ス
特
許
状
援
与
の
主
要
目
的
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
こ
の
特
許
状
が
他
の
八
三
カ
村
に
モ
デ
ル
と
し
て
普

及
し
た
こ
と
の
意
味
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
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ロ
リ
ス
特
許
状
の
基
本
性
格

ロ
リ
ス
特
許
状
の
構
成

現
存
す
る
史
料
は
一
一
五
五
年
に
ル
イ
七
世
が
援
与
し
た
も
の
に
た
い
す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
H

オ
l
ギ
ュ
ス

ト
の
確
認
状
(
一
一
八
七
年
)
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
確
認
状
は
諸
条
項
の
内
容
・
配
列
・
文
体
な
ど
す
べ

て
に
わ
た
っ
て
原
文
を
そ
の
ま
ま
追
認
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
上
、
こ
れ
を
一
一
五
五
年
の
も
の
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
し

か
し
、
最
古
の
ロ
リ
ス
特
許
状
は
ル
イ
六
世
(
一
一

O
八
|
一
一
一
一
一
七
)
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
一
五
五
年
の
も
の
と

同
一
物
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
き
め
手
も
な
い
が
、

ル
イ
六
世
時
代
に
す
で
に
周
辺
の
数
カ
村
に
「
ロ
リ
ス
の
諸
慣
習
」

一
五
五
年
の
特
許
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《
口
。
ロ
田
口
巾
門
戸
門
出
口
巾
田
円
。
同
一
江
田
己
》

一
一
五
五
年
の
特
許
状
の
主
要
内
容
に
類
似
し
た
も
の
が
ル
イ
六
世
に
よ
る

別
の
証
書
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
諸
条
項
の
分
析
を
す
る
際
に
使
う
史
料
は
一

が
普
及
し
て
い
る
こ
と
、

状
で
あ
る
が
、
普
及
状
況
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
ル
イ
六
世
時
代
も
考
患
の
対
象
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
o

全
三
五
カ
条
か
ら
な
る
ル
イ
七
世
の
特
許
状
は
、
国
王
・
プ
レ
ヴ
オ
ら
支
配
層
の
諸
権
利
と
住
民
の
そ
れ
と
を
明
確
に
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
o

し
か
し
、
諸
条
項
の
配
列
に
は
原
則
が
な
い
ば
か
り
か
、
同
一
条
項
内
で
双
方
の
権
利
・
義
務
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
る
ば
あ

さ
ら
に
は
、
異
な
る
性
格
の
内
容
が
同
一
条
項
内
に
混
在
し
て

い
も
あ
り
、
同
一
内
容
が
数
カ
条
に
ま
た
が
っ
て
い
る
ば
あ
い
も
あ
り
、

い
る
ば
あ
い
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
全
三
五
カ
条
を
重
複
な
く
内
容
別
に
分
類
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

プ
ル
ウ
は
一
応
つ
、
ぎ
の
よ
う

に
分
類
し
て
い
る
。

行
政
|
|
九
条
項

北
大
文
学
部
紀
要
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法
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i
!六
条
噴

警ij 裁商 額
真野判業一一主
ド権特質寧賦の
と権主幣金投支務
三訴ド寅 I I檎
条訟 i組主 1 1 郡
安手ード三一 i
続言01 条条 i
1-条三嘆き員七
|項条 条
要項

。
条
顎

こ
れ
を
本
瀦
のに
関
す
る
も
の

i
よ

の
政
治
構
造

る
も
の
の
う
ち
、

で
き
る
。ブ

レ
グ
ォ
の
権
限
ー

!
i七
条
項

下
級
役
人
の
権
限
|
|
六
条
摂

サ
シ
日
常
フ
ノ
ワ

B

シ

ル
抑
制
ロ
ワ

i
j
y

住
民
の
政
治
的
権
利
・
義
務
i

お
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

に
中
市
(
震
議
構
に
関
し

の
綾
浪

l
i
…

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

Iむ6

さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
、



(
1
〉

豆

-HVH05
也
、
・
門
戸

B-
コlH∞・

(
2
)
授
与
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
《

ρ
E
n
g
f
Zロ
E

H

E

E

5

F

号
自
己
HH回

rmr巾
ゲ
p
v
v
(

一
条
)
、
《

Z
戸]}戸回目
μ
O
B
E
C
B
色
。
宮
司
口
口

r
z

F
2
2
2
Z
(
二
条
〉
の
よ
う
に
一
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
特
許
状
が
授
与

さ
れ
る
以
前
の
住
民
の
法
身
分
は
不
明
で
あ
る
。

gmwルロ
B
o
E
O
や

HRa

BmwHUmゅ
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
タ
イ
ユ

(
E
-
z
p

与
F
Z
0
・

2
岡
山
)
は
全
免
と
な
っ
た
(
九
条
〉
。
住
民
は
財
産
を
売
却
し
て

ロ
リ
ス
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
(
十
七
条
)
か
ら
、
土
地
に
緊
縛
さ
れ

て
は
い
な
い
。
ロ
リ
丸
内
に
住
む
騎
士
な
ど
の
直
接
支
配
下
に
い
る
不
自

由
人
は
特
許
状
の
授
与
対
象
と
な
り
え
ず
、
結
局
、
授
与
対
象
者
は
ロ
リ

ス
教
区
内
に
家
を
も
ち
、
国
王
に
従
属
す
る
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
そ
の

ば
あ
い
、
授
与
時
に
ロ
リ
ス
に
居
住
し
て
い
た
国
王
の
不
自
由
人
も
授
与

対
象
者
に
含
ま
れ
る
。

し
か
し
、
な
に
よ
り
重
要
な
の
は
移
住
民
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

《
開
門
戸
戸
百
戸
田
ρロ
凸
宮
匂
回
同
HO口
r
z
戸
OHH2巳

ωロロ
0
2
仏
昂
自
国
一
口
的
。
HHF

E
-
-
D
n
F
B
0
5
2
5
m
o
A己
OEO-
ロ

2
5
句

作

吋

ロ

D印
巴
耳
目
】

R
H】同
町
E

UD回目
Z
B
5
2
H
Z丘
口
町
百
官
o
r
p
S
H
H
F
《
凶

0
5
8
3
-
5
2
2
ρ
己
2
5

也
向
日
目
見
向
付
・
》
(
十
八
条
〉
。
す
な
わ
ち
、
ロ
リ
ス
教
区
に
移
住
し
て
一
年

と
一
日
を
経
た
も
の
は
国
王
の
支
配
下
に
入
り
、
既
住
民
同
様
の
身
分
保

障
を
獲
得
す
る
こ
と
、
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、

近
隣
諸
領
主
の
支
配
下
に
い
た
不
自
由
人
は
従
来
の
法
身
分
か
ら
の
解
放

の
道
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
国
王
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

北
大
文
学
部
紀
要

こ
の
条
項
が
も
っ
魅
力
を
計
算
に
入
れ
て
、
他
領
か
ら
の
人
口
集
中
を
企

図
し
た
の
で
あ
り
、
国
王
が
ロ
リ
ス
特
許
状
に
よ
っ
て
ね
ら
っ
た
こ
と
の

ひ
と
つ
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
口
町
-
N
b
N・一色
-w

古
田
)
-
N
]
T
N
叶・

(
3
〉
馬
と
馬
車
を
も
つ
も
の
の
年
に
一
度
の
運
搬
賦
役
と
《
〈
三
百
二

(
お
そ
ら
く
都
市
城
外
教
区
居
住
耕
作
者

-
2
2
r
z
E
E
Z
母

F

H)m肖
OFmaoισFD片
岡
山

ω
〈
Hdqω
ロ
件
。
ロ
【
目
。

rc同
mwLo-w
め
ロ
口
市
ト
ロ
円
。
仏
戸

ro戸同
m

i
l
lプ
ル
ウ
)
の
運
搬
賦
役
以
外
に
、
賦
役
は
存
在
し
な
い
(
十
五
条
)
。

(

4

)

タ
イ
ユ
の
廃
棄
(
九
条
)
。
家
屋
と
土
地
一
ア
ル
パ
ン
に
つ
き
六
デ

ナ
リ
ウ
ス
の
サ
ン
ス
に
定
額
化
(
一
条
)
。
御
料
林
以
外
で
の
枯
木
取
得

権
(
二
九
条
)
。

(
5
)
自
己
の
生
活
必
需
品
に
つ
い
て
の
売
買
税
《
ぢ
己

0
2
5
》
、
流
通
諸

課
税
《
口

0
5
5
Z全
百

ω》
、
本
人
と
そ
の
家
畜
の
労
働
に
よ
る
収
獲
物

に
つ
い
て
の
穀
物
税
《

ESmw四
2
2
》
、
自
己
の
葡
萄
園
か
ら
得
た
葡
萄

酒
に
つ
い
て
の
酒
税
《
同
D
E
m
E
B
》
の
免
除
(
二
条
、
三
三
条
〉
。
ェ
タ

ン
プ
(
開

g
g
u
g
)、
オ
ル
レ
ア
ン

(
O
ユbmg)
、
ミ
リ
ィ
(
冨
ニ
一
三
、
ム
一
フ

ン
(
冨
o
rる
ま
で
の
聞
で
の
通
行
税
《
匂
色
白
m
E
B
》
の
免
除
(
四
条
)
。

オ
ル
レ
ア
ン
で
の
入
・
出
市
税
の
定
額
化
(
二

O
条
)
。
自
己
の
塩
や
葡

萄
酒
を
オ
ル

ν
ア
ン
に
持
出
す
ば
あ
い
の
税
の
定
額
化
(
二
六
条
)
。
フ
エ

リ
エ
ー
ル
(
吋
四
日

5
5凹
)
、
シ
ヤ
ト
i
H
ラ

γ
ド

γ
(わ
「
伊
丹

2
己1
1
戸田口仏
O
ロ)、

ピ
ュ
イ
ゾ

i
(
司
己
耳
目
戸
同
)
、
ニ
ベ
ル

(
Z
H
Z
F凶
)
で
の
売
買
税
の
免
除

(
二
八
条
)
。
ロ
リ
ス
週
市
で
の
売
買
税
の
未
納
に
つ
い
て
は
八
日
以
内

に
支
払
え
ば
罰
金
対
象
に
な
ら
な
い
戸
三

O
条
)
。
以
上
の
諸
条
項
は
、
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慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

ロ
リ
ス
教
区
内
だ
け
で
な
く
、
広
く
ガ
テ
イ
ネ
地
方
で
の
ロ
リ
ス
住
民
の

自
由
な
商
業
活
動
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
リ
ス
の
定
期
市

や
週
市
へ
の
外
来
者
が
市
の
日
に
犯
罪
を
犯
さ
ぬ
か
ぎ
り
身
柄
は
保
障
さ

れ
る
(
六
条
)
と
い
う
規
定
が
あ
る
よ
う
に
、
外
来
者
を
保
護
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
王
は
ロ
リ
ス
に
商
業
的
繁
栄
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
諸
条
項
の
背
後
に
は
、
ロ
リ
ス
教
区
内
外
で
の
商
業
活
動
の
活
発

化
を
通
じ
て
、
よ
り
安
定
し
た
収
入
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
国
王
の
ね
ら

い
が
あ
っ
た
。
円
『
・
豆
-
p
o
p
q
b
-
R
H
-
w
H
)・
8
・

(
6
)
ω
公
共
の
安
寧
を
乱
さ
ぬ
か
ぎ
り
で
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
両
当
事
者

間
の
示
談
成
立
の
可
能
性
(
十
二
条
)
。
未
決
投
獄
の
廃
止
(
十
六
条
〉
。

法
廷
で
の
挙
証
手
段

(
5
0
3
5
号

冒
2
4
0
)
に
は
、
証
人
(
件
。
5
0
5
)
、

被
告
の
誓
約
(
河
口
出

g
門
)
、
法
廷
決
闘

2
5一
Y
E
n
E
H巾
)
の
三
種
が
あ

り
、
と
く
に
法
廷
決
闘
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
一
二
段
階
の
解

決
方
法
が
規
定
さ
れ
て
い
る
(
十
四
条
、
一
二
二
条
)

o

訴
訟
の
際
の
両
当

事
者
の
権
利
・
義
務
規
定
(
十
九
条
)
。

(

7

)

《
肘
片
岡
O円以
R
Z
S
L
m
p
u内

m
o
-
E
E
凶

ι
』口
5
』
戸
。
目
。
-
E
C由"。門

同0
2
『R
Z
B
L
O
』
E
ロ』戸内

mo
一
五
百
包
凶
口
母
ロ
m
w
H
H
C
m
Z口
H
m
t
m汁

口

-mgoHHVBHUDωHHH
邑
口
口
門
目
。
出
阻
止
om-》
(
七
条
)
。
罰
金
は
b
y

イ
ユ
や

賦
役
に
つ
い
で
重
い
負
担
で
あ
っ
た
の
で
、
罰
金
額
の
軽
減
に
関
す
る
こ

の
規
定
ば
ロ
リ
ス
特
許
状
の
影
響
と
無
関
係
に
大
多
数
の
村
で
踏
襲
さ
れ

た。

ζ
・同
UHoc-
。、
.SH-wH)匂・

8
1
2・

に
委
ね
ら
れ
、

そ
の
支
配
管
轄

108 

プ
レ
ヴ
オ
テ
(
官
ふ
4
ひ
Hb)

の
確
立

国
王
直
轄
領
の
管
理
は
プ
レ
ヴ
ォ
《
℃
芯
〈
。

F
M
)
E
4
0田町一》

」
の
《
℃
同
戸
巾
℃
C
印

M
C
》

権
(
圏
〉
は
プ
レ
ヴ
ォ
テ
《
℃
広
芯
沖
合
も

E
3
0田
町
耳
目
》
と
よ
ば
れ
た
。

そ
れ
が
国
王
直
轄
領
の
支
配
管
轄

と
い
う
用
語
自
体
は
部
族
法
典
や
フ
ラ

γ
ク
時
代
の
教
会
関
係
史
料
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、

レ
ヴ
ォ
は
国
王
の
役
人
で
あ
り
な
が
ら
な
か
ば
封
建
的
な
性
格
を
も
ち
、

権
者
と
し
て
は
じ
め
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
ロ
ベ
ー
ル
一
一
世
(
九
九
六

i
一

O
三
一
)
の
時
代
で
あ
る
o

十
二
世
紀
中
頃
ま
で
の
プ

フ
ィ
エ
フ
を
保
有
し
た
り
家
臣
を
も
つ
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し

フ
ィ
エ
フ
や
プ
レ
ヴ
ォ
の
職
の
世
襲
化
と
と
も
に
、
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
た
職
権
(
高
萩
裁
判
権
・
財
政
権
・
行
政
執
行
権

て
、
彼
ら
は
、

一
般
の
封
建
領
主
と
同
様
に
国
王
か
ら
の
独
立
性
を
志
向
し
て
い
た
。
ま
た
、
プ
レ
ヴ
ォ
テ
の
領
域
は
流
動
的

等
)
の
濫
用
に
よ
っ
て
、

で
あ
る
と
同
時
に
地
域
に
よ
っ
て
も
多
様
な
規
模
で
あ
っ
た
が
、
一
般
に
、
封
建
的
支
配
領
域
と
し
て
の
シ
ャ
テ
ル
ニ

l
《
岳
営
巴

-g-2》



に
照
諒
す
る
も
の
勺
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
初
期
の
段
階
の
ブ
レ
ヴ
ォ
テ
は
そ
の
実
質
的
な
支
配
権
の
内
容
か
ら
い
っ
て
も
領
域
的
に

い
っ
て
J
h

官、

シ
ャ
テ
ル
ニ
!
"
“
"
"
"
"
城
主
支
寵
権
(
国
間
〉
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
初
期
の
段
構
の
ブ
レ
ヴ
ォ
テ
と

p
p
ス
へ
の
慣
習
法
特
許
状
の

は
ど
の
よ
う

っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。

M

出
・
。
フ
ル
ウ
は

一
世
紀
初
頭
に
ロ
リ
ス
特
許
状
が
成
立
し
た
繋
関
を
さ
ぐ
る
た
め
、

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
以
下
の
四
点
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

十
一
世
紀
後
半
以
来
の
ガ
テ
イ
ネ

、
領
主
聞
の
た
え
ざ

そ
れ
に
よ

の

破
壊
。
二
、
戦
乱
で
の
荒
廃
に
加
え
て
、

に
よ
る
新
タ
イ
品
課
税
な
ど
の
金
民
収
奪
の
強
化
と
領
主
役
人
に
よ
る
掠
奪
。
三
、

の
プ
レ
グ
ォ
の
職
権
濫
用
に
よ
る
閑
王
産
轄
領
の
荒
機
と
住
民
生
活
の
破
嫌
。
問
、
こ
れ
ら
に
た
、

の
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散
。
こ
れ
ら
の

て
、
が
ロ
り
ス

に
も
妥
当
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、

開
ワ
ス
の
ご
く
近
緋
鮮
や
と
く
に
パ
リ
と
オ
ル
レ
ア

γ 

ル
ー
ト
の
周
辺
で

め
て
頻
繁
で
あ
っ
た
。

こ
の

の
も
と
で
、

一，
十

。〉

成
さ
せ
た
の

の
濫
用
に

っ
た
め

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
従
来
の

で態
あへ
つめ

たお援
r 帰
を
防
ぎ

に
再
び
人
口

せ
、
し
た
が
っ
て
、

の
収
入
源
も
ま
た
増
大
さ
せ
よ
う
と
し
た
」
か
ら

プ
ル
ゥ
は
ロ

P
ス
特
許
状
の

シ
ー
を
克
服
す
る
鴻
税
と
探
く
関
寵
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
翠
解
に
よ
れ
ば
、
ブ
レ
ヴ
ォ
テ
と

P
F
ス
特
許
状
の
関
係
は

と
く
に
ブ
レ
ヴ
ォ
の
権
力
務
用
へ
の
終
止
符
B

の
安
定
的
増
大
化
と
い
う
財
政
政
策
的
側
留
に
力
点
が
お
か

を
政
治
史
的
に
位
援
づ
け
た
。
す
な
わ
ら
、

ピ
ジ
ス
特
許
状
の

は
十
二
世
紀
の

ア
ナ
ル

い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
プ
ル
ゥ
は
ロ
リ
ス
特
許
状
に
規
定
さ
れ
る
投
入
や
聖
界
領
主

に
つ
い
て
分
祈
念
加
え
て
は
い
る
が
、
ヅ

北
大
文
学
部
紀
要



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

レ
ヴ
ォ
テ
日
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
と
い
う
国
王
直
轄
領
の
支
配
単
位
の
な
か
で
、
国
王
が
ど
の
よ
う
な
権
力
構
造
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
か
、

以
下
に
、 そ
の
こ
と
が
全
面
的
な
王
権
の
確
立
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
え
た
か
、

ロ
リ
ス
特
許
状
の
諸
条
項
げ
分
析
を
通
じ
て
、
プ
レ
ヴ
ォ
、
下
級
役
人
、

に
つ
い
て
は
充
分
な
整
理
を
し
て
い
な
い
。

ま
た
、

サ

γ

H
ブ
ノ
ワ
U

シ
ュ
ル

H

ロ
ワ

l
ル

(ω
巳口付
l

回

2
0門付
1
2
7
F
C可
巾
)
修
道
院
の
権
限
の
内
容
を
明
確
に
し
、

さ
ら
に
、

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
権
力
構
造
を
な
す
か
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

ωυ 

プ
レ
ヴ
ォ

第
八
条
「
国
王
陛
下
の
面
前
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
ん
と
す
る
者
は
何
人
も
ロ
リ
ス
か
ら
出
て
は
な
ら
な
い
O
L

《
田
口
己
-
5
2
2
5

出

F
C同
H
g
g
n
E
B
ι

。B
E
O
H
巾∞
OH)日
山
口
伊
丹
田

Z
H
1
5
2内
g
t
v

第
二
七
条
「
ロ
リ
ス
住
民
は
何
人
も
、

エ
タ

γ
プ
の
プ
レ
ヴ
ォ
に
よ
っ
て
も
、

ピ
テ
ィ
ヴ
ィ
エ
(
古
同
E
i
2印
)
の
。
フ
レ
ヴ
ォ
に
よ
っ

-110-

て
も
、
全
ガ
テ
イ
ネ
に
お
い
て
も
、
罰
金
を
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
o
」
《
巴
ロ
ロ
ロ
g
Z
B
E
Z
B
F
cロ
尽
己
母
σ
2
8
M
E
E
2
0口市
E

MUH
巾唱。色付。

ω
g
B宮
E
F
ロ
巾
口
ち
H
4
0曲
目

Z
H
U
F
4
2
F
ロ
開
口
百
件
。
言
。
虫
色
ロ
3

0
・
》

こ
の
二
条
項
は
ロ
リ
ス
住
民
が
ロ
リ
ス
の
プ
レ
ヴ
ォ
に
よ
っ
て
ロ
リ
ス
で
裁
か
れ
る
と
い
う
原
則
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

り
住
民
の
権
利
規
定
で
あ
る
と
同
時
に
プ
レ
ヴ
ォ
の
権
限
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
レ
ヴ
ォ
の
権
限
の
側
か
ら
い
え
ば
、

ロ
リ
ス

の
プ
レ
ヴ
ォ
は
そ
の
プ
レ
ヴ
ォ
テ
内
の
住
民
に
関
し
て
の
み
裁
判
権
を
も
ち
う
る
の
で
あ
っ
て
、
隣
接
す
る
プ
レ
ヴ
ォ
テ
に
お
い
て
は
い

さ
さ
か
の
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

リ
ス
特
許
状
の
八
条
・
二
七
条
と
ま
っ
た
く
同
文
の
条
項
を
も
つ
も
の
に
は
、

こ
の
当
地
裁
判
の
原
則
と
も
い
う
べ
き
規
定
は
近
隣
諸
地
域
の
特
許
状
に
も
多
数
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
地
名
を
か
え
た
だ
け
で
ロ

す
く
な
く
と
も
、
ボ
ワ
H

コ
マ
ン
(
回
三
回
l
h
o
g自
己
ロ



こ
の
十
四
カ
村
の
住
民
は
当
然
に
も
ロ
リ
ス
の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
権
に
服
し
た
が
、

(
日
)

一
七
四
年
)
や
ル

1
マ
ル
シ
ェ

H

ヌ
フ

H

デ
タ
シ
プ
(
ゲ
冨
民
口
広
l
日
正
門
司
開
仲
間

SMug

一
八
六
年
)
や
ロ
リ
ス
の
プ
レ
ヴ
ォ
テ
内
(
宮
、
ミ
ミ
ミ
ろ
の
グ
ク
ル
セ
ル
(
(
リ

2
5
-
F
)
な
ど
十
四
カ
栴
)
(
一
一
七
五
年
)
が
あ
る
。

レ
U

ザ
リ
ュ
リ
ル
U

ロ
ワ

(-g
〉

]rzmiriH向
。
片

ロ
巾
戸
〈
巾
印
}

の
ば
あ
い
も
、

そ
れ
ぞ
れ
ポ
ワ
シ
ィ
(
句

0
5己
や
エ
タ
ン
プ
の
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
権
に
服
し
た
。

(
灯
)

や
ソ

l

H
ザ

γ

H
ガ
テ
イ
ネ

(
ω
E己一円
l
巾ロ
l
c
h
w
片
山
口
包
田

年
¥}ノ

の
よ
う
シな
ャ小
ベさ
ノレ な
H 新
ラ村

11 守
レ己ム

ヌfBE 

一一

O
八
一
二
三
七
年
)

世
治
下
で
プ
レ
ヴ
ォ
テ
が
設
置
さ
れ
る
が
、

(hF2MmLFIr-HN包
ロ
叩

一
一
五
三
年
)

は
ル
イ
七

当
地
裁
判
の
原
則
に
つ
い
て
の
規
定
を
も
っ
て
い
る
。
ブ
ー
ル
ジ
ュ

(伺町内
N
h

唱えミ

s
s
sミ
言
、
宮
町
さ
せ
に
宮
町
)

(切。日
m
m
m
)
と
そ
の
管
轄
区
域
(
め
町
、
な
お
と
お
よ
び
ダ
ン
U

ル
ー

ロ
ワ
(
ロ
EHl-叩
l刃
包
)
と
そ
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
l
の
住
民
に
授
与
さ
れ
た
特
許
状
に
も
こ
の
原
則
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
王
直
轄
領
内
で

ロ
リ
ス
特
許
状
の
影
響
を
う
け
た
シ
ョ
l
モ

γ
(
h
Eロ
B
o
E
)
で
も
、

そ
れ
以
前
の
段
階
で
も
村
を
領
域
範
囲
と
す
る

工
工
、
三
、

'ut
中
/
、
L
V
4
μ

γ
ャ
γ
パ

l
ュ
ュ
伯
の
プ
レ
グ
ォ
に
よ
る
当
地
裁

-""111 -

判
の
原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

っ
、
ぎ
に
、
プ
レ
ヴ
ォ
裁
判
権
の
性
格
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ロ
リ
ス
特
許
状
に
は
明
確
な
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
他
村
の

特
許
状
と
比
較
し
て
み
る
と
、

ロ
リ
ス
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
も
手
が
か
り
が
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
二
条
「
ロ
リ
ス
住
民
の
だ
れ
か
が
な
に
ご
と
か
で
告
訴
さ
れ
た
ば
あ
い
、

そ
れ
が
証
人
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
彼

は
原
告
の
証
言
に
反
し
て
自
分
の
手
だ
け
に
よ
っ
て
〔
誓
約
す
る
こ
と
に
よ
り
〕
自
分
の
無
罪
を
弁
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
o
」
《
何
?

包
巳
広
三
回
ゲ
。

g
E
Z自
己
σ
円

OH1江
田
口

O
田口

2
由主
E
L巾
田
口
官
。

P
2
F
2
8
2巾
85H)HCEH-
ロ
。
口
問

)
O
H
m
H
F
S
E
E
M
V
B
E氏
。
ロ

g
H

-B官
同
叩
口
片
山
田
℃
巾
同
凹

O
F
B
E向
ロ
ロ

HHH
由

5
5
8
舟
2
-宮
E
C

国
王
直
轄
領
内
の
別
の
特
許
状
に
は
、
こ
の
条
項
と
同
内
容
の
規
定
に
加
え
て
、
自
己
弁
明
し
え
な
い
例
外
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

北
大
文
学
部
紀
要



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

(

沼

)

(

勾

)

特
許
状
に
は
ロ
リ
ス
の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
う
け
て
い
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
同
文
と
い
っ
て
さ
し
っ
か
え
な
い

も
の
で
あ
る
。

「
プ
レ
ヴ
ォ
が
国
王
の
規
定
す
る
叛
罪
に
つ
い
て
住
民
の
だ
れ
か
に
尋
問
す
る
ば
あ
い
、
も
し
証
拠
が
な
い
な
ら
ば
、
彼
は
自
分
自

ら
の
手
だ
け
に
よ
っ
て
〔
誓
約
す
る
こ
と
に
よ
り
〕
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
免
罪
さ
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
重
大
犯
罪
事

件
の
ぼ
あ
い
は
除
く
o

す
な
わ
ち
、

つ
ね
に
ガ
テ
イ
ネ
の
慣
習
法
に
よ
り
裁
判
さ
れ
る
殺
人
、
謀
叛
、
婦
女
誘
拐
、
そ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
o」

」
の
規
定
の
後
半
は
、

い
わ
ゆ
る
高
級
裁
判
権
に
言
及
し
た
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
、
慣
習
法
特
許
状
成
立
の
時
点
で
も
、

プ
レ
ヴ
ォ

(
川
崎
)

そ
れ
も
十
二
世
紀
末
頃
ま
で
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

プ
レ
ヴ
ォ
の
収
入
分
は
定
額
化
さ
れ
(
七
条
)
、

プ
レ
ヴ
ォ

-112-

に
高
級
裁
判
権
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
o

た
だ
し
、

ロ
リ
ス
特
許
状
成
立
の
時
点
で
、
す
で
に
、

の
役
人
と
し
て
の
一
般
的
権
限
も
最
終
条
項
で
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

第
三
五
条
「
同
時
に
以
下
の
ご
と
く
定
め
る
。

村
に
お
い
て
プ
レ
ヴ
ォ
が
就
任
す
る
た
び
ご
と
に
、

彼
は
こ
れ
ら
諸
慣
習
法
を
厳

守
す
る
こ
と
を
そ
の
つ
ど
誓
約
す
る
こ
と
、

ま
た
、

新
規
諸
役
人
が
就
任
す
る
た
び
ご
と
に
も
同
様
で
あ
る
こ
と
o
」
《
中
。
古
含

8
5
t
z
-
5
5
E
W
ρ
5片
山
叩
ロ
由
吉

J
L
ロ
向
日
。

4各
戸
昨
日
同
)
H
a
s
-
z
p
cロ
ロ
由
吉
田
仲
田

-
g
B
B
〕
日
え
湾
問
S
E
-
-
Z門田巾
H4出
昨
日
戸

B
r
a

g
g
C
2
E
E巾
凹
唱
え

as--F2
ロ。

4
-
8
3
-
g同
巾
♂
官
。
片
山
内
吉
田
目
。

4巾
σ戸ロ昨日・》

ソ

l

H
ザ

γ
H
ガ
テ
イ
ネ
の
ば
あ
い
は
、
右
の
内
容
に
加
え
て
、

応
じ
て
出
頭
す
る
に
は
お
よ
ば
な
い
」
、

「
こ
の
誓
約
が
な
さ
れ
る
以
前
に
は
、

住
民
は
プ
レ
ヴ
ォ
の
問
罪
に

と
い
っ
そ
う
具
体
的
な
規
定
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ロ
リ
ス
特
許
状
三
五
条
に
類
す
る
規
定
条

項
は
前
掲
の
ほ
と
ん
ど
の
村
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
、
十
一
世
紀
に
こ
の
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
来
封
建
領



主

で
あ
っ

レ
ヴ
ォ
が
い
を

る
役
人
と
化
し
た
こ

一
般
的
に
示
し
て
い
る
む

tネ

下
級
投
入「

触
れ
殺
人
は
、

に
よ
り
、

ロ
ザ
ス
で
の

お
い
て
、

い
か
な
る
〔
収
入
も
〕

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
警

護
投
入
も
ま
た
同
様
マ
あ
る

J
乞
ロ

HKOH-一
弘
知
口
日
℃
】
可
巾
円
。
品
。
ロ
凹
ロ
命
4FH丸山口巾ロ伊丹
HY己}戸知ず巾ゲ山丹
w

ロ
待
合
作
Mn口ロゲル件。吋‘》

条

で
土
地
を
耕
す
と
こ
ろ
の
ロ
り
ス
教
一
位
の

だ
れ
で
も
、

に
よ
り
、

に
お
い
て
、

ロ
ザ
ス
の
す
べ

て
の
役
人
に
た
い
し
て
、

ミ
ヌ
ス
以
上
の

と
は
な
い
。
」
《
料
付
ロ
ロ
ロ

5

円山命日)伊吋
M1cnv-担〕〔
kCM1Hい出
nw

お
足
踏
H
H
H
n
o
r川

2

5

2
向
付

H
C

何回阿担ロ
H
口
MHM戸出口同

C
同H
M
H
L
g部門
r
F
O
H忠
実
0

2

2
校
門
戸
弘
吉
田
口
0
2
5
吉
会
話
HHH

削減与
g
グ

ρ口出口円山
C
H
C
m
w呂
田

2

F
》

第

の
だ
れ
か
ま
た
は
役
人
が
、

の
放
牧
林
で
ロ
リ
ス
住
民
の
潟
あ
る
い
は
龍
の
家
選
を
見
つ
け
た
と
し
て
も
、

t=! 

一113叫

ロ
ス
の
プ
レ
グ
ォ
の
と
こ
ろ
へ
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら

し
で
は
な
ら
な
い
。

《
何
同
氏
自
己
月
w

田知

reHUW
部
品
広
田
昂
同
三
巾
対
話
v

ぷ
凶
器
〈
弘
知
山
広
告
凶
UMm乙
宮

}
5
8
2
5出
会

出

戸

C
H
H日間
n
c
F
ロ
ロ
会
ロ
2
5
5
H
H
Cヌ
ユ
郡
佐
刊
号
】
八
戸
昂
門
戸

ロ
CH戸内同巾げ
mw仲

HH]内戸仏
M仰の巾
Hmw
ロル斡ル釦仏

附

VH
さ
c
a
g隊
合

同
k
C
H
H
U
g
-
-
:
:
》

第
二
四
条
「
口
ザ
ス

ン
銃
ガ
吋
に
辻
、

に
よ
り
、

し
な
い
。
」
《
円
以
内
C
H
ロル出

M
K
O
H
H
S
尽
き
H
M
2
5
M
M仲

日)む吋
S
S
H
2
口O
M
M
E
2
5門出ロタ》

こ
れ
ら
の

ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
下
級
役
人
の
権
譲
は
き
わ
め
て
狭
い
も
の
に
さ
れ

し
か
し
、

?一、
子

れ
ら

，'''・ぜd、

こ
の
特
許
状
が
成
立
寸
る
以
前
に
は
、
具
体
的
な
住
民
生
活
の
次
元
で
、
投
人
た
ち
に
よ
る

っ
た
こ
と
か
}
予
想

さ
せ
る
c



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

日
開

サ
γ

H
ブ
ノ
ワ

H
ジ
ュ
ル
日
ロ
ワ

1
ル
修
道
院

こ
の
修
道
院
は
ロ
リ
ス
の
南
西
約
二

0
キ
ロ
の
地
点
に
あ
り
、

ガ
テ
イ
ネ
南
部
一
帯
に
、

ロ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
広
大
な
散
在
所
領

と
多
数
の
支
修
道
院
を
も
っ
有
力
聖
界
領
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
勢
力
は
、

の
掠
奪
に
抗
し
、

ま
た
、
諸
村
の
司
祭
推
薦
権
を
め
2

ぐ
っ
て
、

ア
ナ
ル
ジ
l
下
に
あ
っ
て
は
世
俗
領
主
に
よ
る
所
領
・
諸
権
利

サ
ン
ス
大
司
教
と
の
長
期
紛
争
を
展
開
し
う
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
こ
の
有
力
聖
界
領
主
の
住
民
支
配
に
た
い
す
る
王
権
の
規
制
も
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
一
条
「
サ
ン
l
ブ
ノ
ワ
修
道
院
所
領
に
お
い
て
、
家
屋
あ
る
い
は
葡
萄
園
あ
る
い
は
牧
場
あ
る
い
は
耕
地
あ
る
い
は
ま
た
な
ん

ら
か
の
建
物
を
も
っ
て
い
る
ロ
リ
ス
住
民
は
だ
れ
で
も
、

サ
γ

1
ブ
ノ
ワ
修
道
院
長
も
し
く
は
そ
の
役
人
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
た
だ
し
、
十
分
の
一
税
あ
る
い
は
サ
シ
ス
に
つ
い
て
違
反
し
た
ば
あ
い
は
除
く
。
し
か
し
、
そ
の
ば
あ
い
で
も
、
裁
判
を
う

け
る
た
め
に
ロ
リ
ス
か
ら
出
る
こ
と
は
な
い
よ
《
何
件

H
E
-
-
5
}
5
5
E
E
H
H
F
O
R
5♀
ゲ
同
ゲ

2

_-114 -

山
口
仲
間

mhH1ロ
B
4
m
H
A
L
l
-出
口
古
田
田
町
門
官
。
門
ご
ロ
窓
口
問
∞
同
ロ
ロ

HHIH凶
巾
ロ
色
付
片
山
吉
田
氏

m
g
E
H
由
巾
匂
円
。
回
目

)σ
同
件
。

ω白
ロ
ロ
止
l
回
巾
口
巾
一
円
{
片
江

J1巾
ご
肖

O
巾
吉
田

国内

WH守
〈
同
巾
ロ

HAWW
ロ
-
田
片
℃
H

O

m
国吋
-u白幽

」
可
巾
日
℃
円
。
内
角
山
口
田
口
白
戸
。
向
。
口
同
巾
ロ
巾

H
X
h
巾
付
合
同
ロ
ロ
回
目
、
。
丹
江
国
円
。
ロ
。
ロ
巾
υ
丘一
u
片
付
ロ
戸
戸
田
田
口
山
口
i
Z
Z
H門
出
口
山
田

4

庁
巾
ロ
巾
ロ
門
由
。
.
》

再
2
-
E
2
)

(

山

崎

)

ロ
リ
ス
リ
。
フ
レ
ヴ
ォ
テ
内
の
北
西
部
に
散
在
す
る
十
四
カ
村
の
ば
あ
い
に
も
、

(ω) 

の
ば
あ
い
に
も
、

(
ぬ
)

ボ
ワ
1

コ
マ

γ
の
ば
あ
い
に
も
、

ル
ー
ム
リ
ネ

(
-
巾

右
と
同
文
の
規
定
条
項
が
あ
る
。

こ
の
条
項
に
よ
り
、

か
つ
て
の
有
力
領
主
も
国
王
直
轄
領
に
お
い
て

は
、
も
は
や
た
だ
の
土
地
領
主
に
す
ぎ
ず
、
公
権
カ
や
高
級
裁
判
権
に
関
し
て
は
完
全
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ル
ゥ
に
よ
れ

ぽ
、
「
ロ
リ
ス
住
民
に
た
い
し
て
国
王
が
と
っ
た
こ
の
二
つ
の
措
置
、
す
な
わ
ち
、

住
民
を
ロ
リ
ス
で
し
か
裁
か
せ
な
い
こ
と
、

し
か
も

プ
レ
ヴ
ォ
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
領
主
と
国
王
役
人
の
横
暴
か
ら
住
民
を
保
護
し
た
。
同
時
に
、
国
王
は
、
住
民
が
ま
き
込



ま
れ
る
訴
訟

Fこ

め
ぐ
る
紛
争
、

と
り
わ
け
、

日
出
王
と

(
サ
ン
H

ブ
ノ
ワ
〉

の
関
の

争
ペナ さピ
ユ/米
JI 然
プや Vとこ

ノ防
ワぐ
修 e こ
道と
読に
のな
権つ
ブ] tこ
をの
縮で
少あ
しる五
よ O~
L 

る
隠
王
の
企
留
は
、

門

H
F
ス
持
許
状
の

に
示
さ
れ
て
い
る

で
な
く
、

ロ
P
ス
特
許
状
を
普
及
さ
殺
る
過
程

れ
て
い
る
。

ロ
リ
ス

る
ル
H
H

ム
η
ッ
ネ

ぽ
C
4
4
L
Z
2
)
誌
ロ
レ

ハ
roH-一言
M
U
)

の
領
主
ブ
ザ
ブ

γ
ジ
ャ

1
ル
の

に
あ
っ
た
が
、

の

領
主
の

に
よ
り
、

は
や
く
も
ル
イ
六
世
に
よ
っ
て
狩
り
ス
慣
習
法

F
C江
戸
昌
三
〉

た
村
で
あ
る
。
し
か

し
、
ブ
ラ

γ
シ
ャ

i
ル
の

開
ベ
ー
ル
は
ル
H

ム
リ
ネ
の
ジ
ャ
テ
ル
ニ
ー
が
経
持
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

五

ル
イ
七
世

れ
を
売
渡
し
た
。

の
と
き
、
盟
主
は

の
シ
ャ
テ
ル
エ
;

サ

γ
u
n
eフ
ノ
ワ

tこ

し、

に
も
五

O
Oリ

ブ
一
フ
を
支
払
わ
必

ジ
ャ
テ
ル
ニ

i

に
つ
い
て
は
、

と
修
道
院
の
間
で

…
ら
け
英
関
領
主
権
契
約
」
《

v v 

工
、ゅ
A
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た
。
同
時

ル
イ
七
世
は
シ
ャ
テ
ル
ニ

l
の
住
民
に

1i 

の
ロ
リ
ス

っ
た
く
同
文
の
特
許
状
を
援
与
し

し

ル
イ
七
設
は
こ
の

し
て
実
弟
の
ど

i
ル
目
、
ド
ー
グ
ゥ
ル
ト
ネ
に
こ
の
シ
ャ
テ
ル

ら
抗
議
合
う
け
、

一
七
三
年
、

に
「
共
同
額
主
権
契
約
」

の

惑
を
譲
渡
し
1，こ
た
のめ
証
書室修

た
。
こ

の
内
容
は
お
お

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の

シ
ャ
テ
ル

ー
は
永
久
に
一
持
者
に
よ
っ
て
分
有
さ
れ
る
ο

ち
、
す
べ
て
の
収
入
は
両
者
の
間

一
方
が
銭
ガ
の
取

こ
と
は
で
き
な
い
。

の
プ
レ
ヴ
ォ

の
プ
レ
ヴ
ォ
は
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
に

裁
判
利
権
を
分
有
し
、

t主
修

の
プ
レ
ヴ
ォ
テ
内
で
は
い
か
な
る
裁
判
権
も
行
使
し
え
ず
、
、
市
仇

そ
の
逆
の
ば
あ
い

で
あ
る
。
た
だ
し
、
修
道
院
長
の

プ
レ
ヴ
ォ
が

の
ブ
レ
グ
ォ
に
た
い
し
て
忠
誠
合
誓
う
ば
あ
い
、
あ
る
い
は
そ
の

の

い
は
震
で
あ
る
。

。
。
旦
円
。
》
と



結
抑
止
衛
・

-
綾
部
に
寵
す
る

っ
て
い
た
こ

呼
ば
れ
る
建
物
は
特
別
加
で
あ
っ
て
、

の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
、

や
義
務
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
戦
持
に
は
、
修
道
院
長
誌
ル

E
ム
リ
ネ
が
獲
得
さ
れ
る
以
議

の

で
あ
き
ら
か
な
こ
と
は
、

域
砦
を
意
味
す
る
《
り
C
H
M

い写》

の
分
有
で
あ
っ
て
、
相
争
う
こ
と
な
く
指
定
医
域
を
守
つ

る
の
で
あ
る
か
ら
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
は

の
王
権

て
い
る

の
独
占
的
所
有
方
の
プ
レ
ヴ
ォ

の
封
患
と
な
る
な
ら

そ
れ
自
体
そ
の

の
も
と
に

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
権
に
つ
い
て
も
、

i主

あ
る
王
権
が
封
主
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

い
の
契
約
は
、

た
、
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

と
で
あ
る
。

は
対
等
に
吟
冷
え
て
も
、
軍
事
醤

事
実
上
掴
ま

る
よ
う
に
し
く
ま
れ
て
い

て
、
政
治
権
力
会

し
よ
う

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
用
問
互
に
よ
る
横
習
法
特
許
状
授
与
の
支
図
的
は
、

た
だ
の
役
人
と
化
し
た
プ
レ
ヴ
ォ
な
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

116-

域
除
単
位
と
す
る
直
轄
領
支
配
体
制
の
法
的
確
立
た

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
ブ
レ
グ
ォ
テ

(
E
V
ャ
テ
ル
一
一

i
)
を
鋭

の
で
あ
っ

(

8

)

戸
ハ
w
g
d
S
F
N
同
柄
拘
史
認
可

~

2

3

h

h

N

N

a

H
弘

主

旬

、

お

絞

同
町
言
及
知
町
内
夕
、
n
q
p
-
N
M
Vも
恥
い
〉
・
向
上
出
口
宮
町
内
w
w
N

同支
s，
ミ
礼
民
営
判
示

内
定
尽
き
切
さ
む
諸
民
主
bH.
ぬ
ま
的
を
た
句
、
お
誌
円
略
的
色
室
内
向
両
国
守
之
さ
な
ミ

〈
り
お
恥
官
民
加
な
な
お

(
h
w
h
W
1
i
N
L
N
h
W
C〉
出

品

九

九

-
w
N凶
喝
、

NhH品
目
内
需
品
可
悔
し

NMW念
日
仏
ゆ
円
-
H
W
M
M
M
Y
N
c
a
i

N
品
ゲ
な
お
、
ア
ン
ジ
ュ

l
均
カ
に
お
け
る
絡
や
封
建
僚
支
の
災
終
結
閣
に

A
町

田

}
3
4
8
F
g
》
い
か
出
現
す
る
の
も
、
ゅ
ん
制
村
上
で
は
、
十
一
陸
相
絡
め
一
一
…

0

年
代
で
セ
お
り
、
ゆ
で
の
検
検
も
ま
た
役
人
で
あ
る
と
附
時
に
封
建
綴
主
的
で

お
っ
た
o
n
h・
円
、
.
民
俗
一
向

)ZHd¥ぺ
司
同
?
?
的
支

d判中
旬
司
門
田
門
日
己

M
H
O
閉
山

p
n
x
i

H
S↑C
E
目
出
向
命
乱
発

J

《
山
子
入
山
町
、
ミ
ミ
崎
、
公
的
州
知
刊
誌
弘
法
ミ
ミ
室
み
句
会

、
民
江
川
円
切
し
~
匂
九
M
C
W
}
M
}
y
N
φ
M
W
i
N日
間
・

ハ
9
〉
ロ
型
ス
を
含
む
カ
テ
イ
ネ
鍛
錬
い
が
主
権
に
属
し
た
の
は
一
ひ
六
六
年

の
こ
と
叩
で
あ
る
c

こ
の
仙
制
緩
は
、
ア
ジ
ジ
ヶ
l
o

伯
の
き
津
名
認
問
符
}
の

死
後
、
総
統
問
煩
か
ら
問
問
中
部
に
市
内
紛
が
総
念
た
の
を
契
機
に
、
こ
れ
に
子

診
し
た
ブ
ィ
リ
ッ
段
、
が
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
獲
得
ぶ
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第
二
五
条

「
慣
習
に
よ
り
、

ロ
リ
ス
に
は
警
遅
義
務
は
存
在
し
な
い
0
1

一
《
何
仲
良

2
Z巾
ロ

Oロ
巾

E
E
H
K
O
R
-由巳

8
5
5
2缶
5
・》

こ
の
規
定
に
加
え
て
、
二
一
条
で
は
警
回
避
役
人
《

R
g
E
Z
H
》
の
設
置
を
確
認
し
う
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、

心
め
長
C

ら
か
に
住
民
の
警
遅
義
務
は
存
在
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
ロ
リ
ス
に
初
発
か
ら
こ
の
負
担
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

し
な
い
。
。
フ
ル
ゥ
は
「
大
多
数
の
村
で
は
警
遅
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
住
民
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
」
と
し
て
、
近
隣
諸
村
の
例
証
を

あ
げ
て
い
る
o

「ブ

l
ル
住
民
は
慣
行
ど
お
り
村
を
警
遅
す
る
」
《

F
肖

m
g田町田巾凶
g
g
Z
E
4山
口
出
白
色
口

E
g
r
E
》

(ロ向。ロロ巾円。ロ
l

自門
l
h
Z
F
H
N
S
)
0
「
村
の
プ
レ
ヴ
ォ
ま
た
は
そ
の
代
理
人
か
ら
催
促
さ
れ
た
な
ら
ば
、

い
か
に
度
々
で
あ
っ
て
も
、

ブ
ー
ル
住
民
は
以

下
の
要
領
で
村
を
警
遅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
家
と
か
ま
ど
を
も
つ
も
の
は
各
々
、

な
ん
ら
か
の
正
当
な
理
由
が
な
い
か

ぎ
り
、
週
に
一
度
、
警
遅
義
務
に
出
る
か
代
理
の
も
の
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
:
:
・
o
」《

ρ
5宮
田
ロ
ロ
日

ρ5σ
日
常
日
巾
♂
白

E
C己
己
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P
2
5仲田

1
5
3
E
o
i口出巾

2
-
江
戸
田
自
問
ロ

E
Z
U
三口問

B

Bロ巾ゲロ同

向。

2
B
S
E
E
F
お
自
己

E
Z
E
O
B包
伊
丹
叩
ロ
巾
玄
合
同
町
叩

E
2
2宮
山

4乙
B
-
3
2巾
EHHH片山口
B
H巾口巾同)己
z
r
B
巳
弘
吉
山

-
Z
5
2
5印

円
国
立
。

E
Z
-
P
P
2昨
:
:
:
》

(
k
r
u
訟

W
5
0
5
0

」
の
こ
と
か
ら
、

ロ
リ
ス
だ
け
が
例
外
な
の
で
は
な
く
、

て
か
つ
て
ロ
リ
ス
に
も
こ
の
慣

行
が
存
在
し
て
い
た
と
の
推
定
が
可
能
に
な
る
。

。
軍
役
義
務
(
日
宮
島
片
山
。

2
2
5主
O
)

第
三
条
「
何
人
も
戦
闘
軍
役
(
自
宮
島
位
。
)
も
護
衛
軍
役
(
巾
宮
町
阻
止
。
)
も
果
た
す
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、

そ
の
日
の
う
ち
に
自

分
の
家
に
戻
る
こ
と
を
望
ん
で
、
そ
れ
が
可
能
な
ば
あ
い
は
除
く
o
」《

Z
己目

5
8
2
5
古

Z
H
)
E
E
oロ
g
H
ロ
2

2巳
S
止。

E
B
E
F

ロ一回目

g
門円巾

HHH
円円ぽ

mH仏
門
目
。
自
己

HHH
由

E
B
u
m
-
4。
-
5
H
F
5
4
2日間同・》

こ
の
よ
う
な
往
復
一
日
程
度
の
軍
役
義
務
規
定
を
も
っ
特
許
状
は
、
国
王
直
轄
領
内
で
は
、

ロ
リ
ス
の
影
響
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
多

北
大
文
学
部
紀
要



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

(
お
)

数
み
ら
れ
る
o

そ
の
う
ち
、
ロ
リ
ス
特
許
状
の
影
響
を
う
け
た
も
の
と
し
て
は
、

γ
ャ
ベ
ル
H

ラ
H

レ
ヌ
(
一
一

O
八
|
一
一
三
七
年
三

ソ

l
u
ザ
シ
H

ガ
テ
ィ
持
(
一
一
五
三
年
〉
、
ル
U

ム
リ
打
)
(
一
一
五
九
年
)
、
ロ
リ
ス
U

プ
レ
ヴ
ォ
テ
内
十
四
カ
的
(
一
一
七
五
年
)
、

ボ
ワ
U

コ
マ
ン
(
一
一
八
六
年
)
、
ア
ン
ジ
ィ
(
〉
ロ
m
可
一
一
八
六
年
)
な
ど
の
特
許
状
が
あ
る
o

ロ
リ
ス
の
影
響
を
う
ま
で
い
な
い
も

の
と
し
て
は
、
ロ
ゾ
ロ
)
(
一
一
八
一
年
〉
、
ヴ
ィ
ル
ヌ

1
ヴ
H

サ
ン
H

ム
ロ
冷
)
(
J
N
E

叩ロ
22lω
百
千
冨
乙
。
ロ

ジ
ユ
・
ダ
γ

H
ル
日
ロ
ワ
(
一
一
七
五
年
、
一
一
八
一
年
)
な
ど
の
特
許
状
が
あ
る
o

以
上
か
ら
、

二
九
六
年
)
、

フ

ノレ

ロ
リ
ス
特
許
状
の
軍
役
義
務
規
定
は

国
王
直
轄
領
内
で
は
ほ
と
ん
ど
一
般
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、

共
同
体
全
体
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
き
に
か
ぎ
っ
て
こ
れ
を
果
た
す
に
す
ぎ
な
い
。

一
一
二
三
年
の
マ
ル
シ
ェ
日
ヌ
フ
H

デ
タ
ン
プ
の
特
許
状
で
は
、

同
じ
く
国
王
直
轄
領
内
に
あ
る
が
、
右
の
ロ
リ
ス
第
三
条
と
や
や
異
な
る
軍
役
義
務
規
定
を
も
っ
村
も
少
な
く
な
い
。

の
ば
あ
い
は
、

し
か
し
、

hsA崎町立
l
勾
町
内
礼
的
(
一
一
一
九
年
〉

一
0
年
間
と
い
う
限
定
付
で
軍
役
義
務
の
免
除
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
全
面
免
除
が
認
め
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
ル
イ
六
世
に
よ
る
ミ
ミ
ミ
芯
の
特
許
状
、

一
一
六
九
年
)
の
も
の
、

ル
イ
七
世
に
よ
る
ヴ
ィ
ル
ヌ
I

-120-
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ど フ
カ三 レ
あ 11

るデ
O タ
γ 

フ

(
〈
巳

224ml-vHPl旬
開

ggHV何
回

レ
H

ザ
リ
ュ
ー
ル
1

ロ
ワ

(
一
一
七
四
年
)
の
も

右
の
ロ
リ
ス
と
異
な
る
例
は
年
代
的
に
み
て
限
定
付
免
除
か
ら
無
限
定
の
軍
役
免
除
へ
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

許
状
の
軍
役
義
務
規
定
も
一
種
の
限
定
付
免
除
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
全
面
免
除
へ
の
過
渡
的
段
階
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

ロ
リ
ス
特

さ
て
、

つ
ぎ
に
、
国
王
直
轄
領
周
辺
の
諸
侯
や
領
主
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
特
許
状
の
軍
役
義
務
規
定
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
れ
ら
を

ロ
リ
ス
な
ど
国
王
直
轄
領
に
お
け
る
規
定
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。



ジ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
伯
領
に
つ
い
て
み
よ
う
o

ジ
ョ
ソ
シ
ュ
リ

(
F
5
7
2己
以
下
回
カ
村
(
一
一
九
八
年
)
の
ば
あ
い
は
、
「
戦

闘
軍
役
と
護
衛
軍
役
に
出
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
な
ん
の
限
定
条
件
も
な
い
o

ガ
テ
イ
ネ
と
の
境
界
に
近
い
エ
ル
ヴ
ィ

ま
ず
、

(
開
]
q
d

斗

一
一
九
九
年
)

「
余
(
伯
)
の
側
か

の
特
許
状
は
部
分
的
に
ロ
リ
ス
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
住
民
は

(
回
)

ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
い
つ
で
も
」
果
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
明
記
さ
れ
て
い
る
o

少
な
く
と
も
、

(
日
)

ぃ
。
ま
た
、
ラ
日
ヴ
ィ
ル
ヌ
l
ヴ
日
オ
H

シ
ャ
ト
ロ

(
F
〈
己
巾
ロ
2
H
4白
1
2
H
!
の
rp同己。同

(
臼
)

ン
H

ナ
ル
ゴ
ソ
ヌ
(
〈
正
日
巾
門
田
l
m
H
H
l
〉]守的。ロロ巾

」
の
義
務
の
頻
度
に
制
限
は
な

一
一
五
一
一
一
八
一
年
)

や
ヴ
ィ
リ
エ
リ
ザ

一二

O
八
年
)
の
ば
あ
い
に
は
、
伯
自
身
ま
た
は
伯
の
家
内
の
も
の
が
陣
頭
指
揮
す
る
と

き
に
か
ぎ
っ
て
、
軍
役
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
ば
あ
い
に
は
、
往
復
一
日
程
度
に
あ
た
る
距
離
的
制
限
が
加
わ
っ
て
い
る
。

(
日
)

ニ
ヴ
ェ
ル
ネ
伯
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
ト

γ
ネ
l
ル
(
叶
C
ロロ

2
2
一
一
七
四
年
)
の
特
許
状
の
ば
あ
い
も
、
住
民
は
伯
の
召
集
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
軍
事
行
動
に
参
加
す
る
か
代
理
人
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
義
務
不
履
行
の
際
は
罰
則
・
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
、

と
さ

-121-

れ
て
い
る
。

ガ
テ
イ
ネ
と
シ
ャ
ン
バ
1
ニ
ュ
伯
領
の
境
界
地
帯
に
位
置
す
る
世
俗
領
主

ル
日
ヨ
シ
ヌ
(
の
町
田
口
5
0ロ寸田口
H
l
J
円。ロロ巾

(
シ
ャ
ン
パ
l
ニ
ュ
伯
の
家
臣
)

が
シ
ョ

1
モ
ン
日
シ
ュ

一
二
四
八
年
)
以
下
八
カ
村
に
与
え
た
特
許
状
の
規
定
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
o

ロ
リ
ス

と
同
様
、
往
復
一
日
程
度
の
制
限
は
あ
る
が
、
規
定
の
軍
役
日
数
を
越
え
た
ば
あ
い
は
、
領
主
が
そ
の
超
過
分
を
償
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
ま
た
、
住
民
は
能
力
に
応
じ
て
武
器
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
は
以
下
の
諸
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、

事
項
を
と
も
な
わ
な
い
軍
役
義
務
規
定
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ャ
ン
パ

1
ニ
ュ
伯
領
や
-
一
ヴ
ェ
ル
ネ
伯
領
に
は
限
定

わ
れ
わ
れ
が
み
た
か
ぎ
り
で
は
、
国
主
直
轄
領

内
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
。
第
二
に
、

γ
ャ
γ
バ
l
ニ
ュ
伯
や
そ
の
家
臣
が
与
え
た
特
許
状
で
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ

北
大
文
学
部
紀
要



俊
期
間
法
特
許
状
の
政
治
史
鈴
意
義

て
ロ
リ
ス

の
細
部
定
事
官
官
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
為
り
、

の
ば
あ
い
と
ほ
ぼ
間
的
様
の
傾
向
な
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、

}
と
は
、

に
、
盟
主
査
轄
領

め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
思
王
室
轄
領
で
は
、

ら
全
面
免
強
へ
の
移
行
は
ル
イ
六
世
か
ら
ツ
イ
ザ
ザ
プ
日
オ
ー
ギ
品
ス
ト
治
世
の
前
半
、

で

の

時

期

に

み

ら

れ

こ

れ

に

た

い

し

て

、

-

領

主

の

い

に

は

、

無

限

定

の

っ
し
笈
り
、
十
二

か
ら
ロ
り
ス

ら
末
ま

の
隈
定

に
依
存
す

で
捻
じ
め
た
時
点
で
せ
い
ぜ
い
践
定
付
免
除
を
は
じ
め
て
い
る
よ
う
に
、
あ
を
ら
か
に
、
時
間
的
・
内
容
的
な
政
紫
上

み
ら
れ
る
の

十
二
世
紀
後
半
か

世
紀
前
半
の
こ
と
で
あ
る
。

付
義
務
に

に
比
べ
て
、
住
誌

い
が
強
く
、

ま
た
、

が
全
面
免
除
政
畿
にめ

の
確
立
期
と
さ
れ
る
十
二
世
紀
後
半
の
時
点
で
、
国
王
は

よ
り
も
早
く
、

ま
た
、

で
き
る
だ
け

織
底
し
た

H
H
 

政
策
を
直
轄
領
内
で
襲
環
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ブ
ル
ゥ
に
よ
れ
ば
、

に
あ
る
。
被
は

の
収
入
分
を
接
絞

十
二
・

p
p
ス
住
民
が
彼
ら
の

の

に
盟
問
し
て
な
ん
ら
か
の
参
加
を
し
て
い

る
こ
と
は
い
か
な
る
も
の
を

も
っ
て
し
て
も
不

た
し
か
に
、

戸
リ
ス
持
許
設
に
は
共
同
体
の
自
治
組
織
に
つ
い
て
は

ず
L

、
「
也
、
。

吋
、
し
ゅ
/
t
v

r
w
o
h

、

ふ

れ

カ

の
欠
都
が
た
だ
ち
に
こ
の
綴
簸
の
実
態
的
不
在
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

の

も

〈

部

}

の
ヴ
ィ
リ
ノ
ユ
官
、
ザ
ン
H

ナ
ル
ゴ
ン
ヌ
の
特
許
状
に
お
い
て

ボ

i
モ

γ

f
タ
ン
4
ナ
ル
ゴ
ソ
ヌ
〈

ω霊
祭
さ
え

121〉
話
。
浴
室
〉
の
特
許
状
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
ロ

〈
舶
}

ザ
ス
を
ひ
な
型
と
し
た
盟
主
直
轄
領
外
の
雪
一
則
状
、
や
直
轄
録
免
だ
が
開
リ
ス
の
霊
管
を
う
け
て
い
な
い
ブ

i
ル
ジ
品
の
持
許
一
ぬ
か
ば
あ
い

将
リ
ス
と
と
も

許
状

の
薬
本
的
特
質
だ
っ
た
も
の
で
も
な
レ
。

シ
ャ
ソ
パ
!
エ
ユ



に
も
、
自
治
組
織
に
つ
い
て
ふ
れ
た
条
項
は
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
自
治
組
織
の
存
在
を
明
確
に
す
る
特
許
状
と
規
定
条
項
の
な
い
ロ
リ
ス

の
も
の
と
の
内
容
的
比
較
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
。
問
題
は
、
実
態
と
し
て
の
自
治
組
織
が
ロ
リ
ス
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
に
あ
る

の
で
は
な
く
、

ロ
リ
ス
特
許
状
に
な
ん
ら
の
規
定
条
項
も
な
い
と
い
う
事
実
、
そ
れ
自
体
に
あ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慣
習
法

従
来
の
慣
行
を
確
認
・
改
定
し
た
も
の
で
あ
る
o

て

授
与
者
が
支
配
者
と
住
民
の
権
利
・
義
務
関
係
に
つ
い
て
、

ロ
リ
ス
特
許
状
に
お
け
る
こ
の
規
定
の
欠
如
は
、
新
し
い
慣
行
と
し
て
公
的
機
能
を
果
す
自
治
組
織
を
認
め
ま
い
と
す
る
援
与
者
日

特
許
状
は
、

し
た
が
っ

国
王
の
政
治
的
意
図
を
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ロ
リ
ス
特
許
状
に
お
け
る
軍
役
義
務
規
定
は
、
周
辺
諸
侯
・
領
主
の
ば
あ
い
に
比
べ
て
、
時
間
的
に
も
内
容
的
に
も
、
国
王
の
政
策
の

し
か
も
、
そ
れ
は
国
王
直
轄
領
に
一
般
化
し
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
治
組
織
に
関
す
る
規
定
条
項
の
欠
如

先
進
性
を
示
し
、

tま

周
辺
諸
侯
・
領
主
と
の
比
較
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、

-123 

国
王
直
轄
領
内
に
お
い
て
さ
え
も
、

り
、
国
王
の
も
っ
と
も
徹
底
し
た
共
同
体
支
配
の
意
図
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ロ
り
ス
特
許
状
に
固
有
の
特
質
で
あ
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γ
セ
l
ル

3
2
2
H
H乙
位
が
六
カ
村
。
ジ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
伯
が
八
カ
村
(
ブ
ロ
ワ
伯
を
含
む
)

0

サ
γ
ス
大
司
教
が
二
カ
村
。

一
般
の
領

主
層
の
ば
あ
い
は
、

ユ
ロ
イ
l
ズ
日
ド
H

V
ョ

l
モ
ヅ
と
そ
の
息
子
ピ
ユ
l
ル
川
デ
日
バ
ー
ル
が
九
カ
村
(
う
ち
三
カ
村
に
つ
い
て
は
国

王
も
授
与
)
に
授
与
し
た
ほ
か
は
、
各
領
主
が
一
な
い
し
ニ
カ
村
に
授
与
し
て
い
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
国
王
が
群

を
抜
い
て
多
く
(
五
七
%
〉
、

ガ
テ
イ
ネ
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
聖
俗
諸
侯
が
そ
れ
に
つ
い
で
お
り
(
三
O
W
M
)
、

に
す
ぎ
な
い
(
十
三
%
)
こ
と
で
あ
る
o

一
般
領
主
層
は
ご
く
僅
か

地
理
的
分
布
に
お
い
て
は
、
国
王
の
授
与
地
は
つ
ぎ
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

一、

エ
ソ
ン
ヌ
、

ロ
ワ
l
ル、

ヨ
ン
ヌ
、

セ
I
ヌ
の
諸

河
川
に
固
ま
れ
る
ガ
テ
イ
ネ
地
方
と
そ
の
周
辺
地
帯
(
と
く
に
、

そ
の
西
部
と
北
東
部
に
集
中
し
て
い
る
)

0

一、

ロ
リ
ス
か
ら
は
る
か

南
の
オ

1
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
と
マ
コ
ン
地
方
。
シ
ャ
ン
パ
l
ニ
ュ
伯
領
で
は
ト
ロ
ワ
(
吋
HC吉
田
)
の
南
西
部
一
帯
に
集
中
し
て
い
る
o

グ

ヮ
ル
ト
ネ
領
主
の
ば
あ
い
は
ガ
テ
イ
ネ
内
部
と
シ
ェ
ル
流
域
と
オ
セ

I
ル
南
部
と
に
そ
れ
ぞ
れ
若
干
づ
っ
授
与
し
て
い
る
o

サ
シ
セ

I
ル

127 

伯
は
ロ
ワ
l
ル
左
岸
の
サ
ン
セ

1
ル
を
中
心
に
そ
の
上
・
下
流
域
に
授
与
し
て
い
る
。

ー
ニ
ュ
の
境
界
地
帯
ヨ

γ
ヌ
流
域
に
集
中
し
て
い
る
以
外
は
、

一
般
領
主
の
ば
あ
い
は
、
ガ
テ
イ
ネ
と
シ
ャ
ン
パ

ほ
と
ん
ど
ガ
テ
イ
ネ
の
遠
隔
地
に
点
在
し
て
い
る
。

年
代
的
分
布
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
国
王
援
与
地
四
七
カ
村
中
七
割
強
に
あ
た
る
一
ニ
四
カ
村
が
ル
イ
六
世
か
ら
フ
イ
リ

v
プ
日
オ
l

ギ
ュ
ス
ト
治
世
の
一
二

O
二
年
ま
で
の
間
に
授
与
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

ル
イ
六
世
が
授
与
し
て
い
る
の
は
こ
カ
村
だ
け
で
あ
る
か

ら

実
質
的
に
は
、

ル
イ
七
世
治
世
の
後
半
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
日
オ

l
ギ
ュ
ス
ト
治
世
の
前
半
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
o

し
た
が
っ

て
、
国
王
が
ロ
リ
ス
特
許
状
を
集
中
的
に
普
及
さ
せ
た
時
期
は
十
二
世
紀
後
半
で
あ
る
o

そ
の
内
容
を
地
理
的
に
み
る
と
、

代
の
後
半
期
に
ガ
テ
イ
ネ
と
そ
の
周
辺
地
帯
の
大
多
数
の
村
に
普
及
さ
れ
、
遠
隔
地
の
メ
ネ
ッ
ト

(
Z
0
5
2忍
と
マ
コ

γ
地
方
諸
村
は

ル
イ
七
世
時

十
二
世
紀
末
|
十
二
世
紀
初
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
日
オ

l
ギ
ュ

l
ス
ト
時
代
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

シ
ャ
ン
パ

l

ニ
ュ
伯
領
の
ば
あ
い
、
も
っ
と
も
早
い
も
の
で
も
一
一
六
五
年
に
授
与
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
大
多
数
は
一
一
九

O
年

代
に
ガ
デ
ィ
ネ
と
接
す
る
地
帯
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ゥ
ル
ト
ネ
領
の
ば
あ
い
は
、

サ
γ
セ

l
ル
伯
領
の
ば
あ
い
も
十
二
世
紀
後
半
か
ら
末
期
以
降
で
あ
る
。
サ

γ
ス
大
司
教
に
よ
る
二

ル
イ
七
世
治
世
の
一
一
七

0
年
代
に
三
カ

村
、
他
は
十
三
世
紀
前
半
で
あ
り
、

カ
村
は
一
一
七

0
年
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
周
辺
諸
侯
の
集
中
的
援
与
期
は
、
国
王
の
ば
あ
い
よ
り
も
や
や
遅
れ
て
、
十
二
世
紀
末

か
ら
十
三
世
紀
初
で
あ
る
。

一
般
領
主
層
に
よ
る
普
及
の
時
期
は
さ
ら
に
遅
れ
て
、
早
い
も
の
で
も
二
三
二
年
頃
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
十
三
世
紀
中
葉
で
あ
む

(
1
)
 

(

2

)

 

表
ー
を
参
照
。

地
図
ー
を
参
照
。

(
3
)
 
表

I
、
表
亙
を
参
照
。

国
王
直
轄
領
へ
の
普
及

-128 -

付

ガ
テ
イ
ネ
と
そ
の
周
辺

す
で
に
み
た
よ
う
に
、

ロ
リ
ス
特
許
状
を
は
じ
め
直
轄
領
諸
村
に
授
与
さ
れ
た
慣
習
法
特
許
状
は
、
プ
レ
ヴ
ォ
テ
を
領
域
的
単
位
と
す

配
置
さ
れ
た
の
は
ル
イ
七
世
の
時
代
で
あ
っ
た
o

る
王
権
の
支
配
体
制
の
法
的
確
立
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た

o
M
・
パ
コ

l
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
プ
レ
ヴ
ォ
テ
が
直
轄
領
内
に
組
織
的
に

ロ
ベ
ー
ル
二
世
か
ら
ル
イ
六
世
ま
で
の
四
代
、
約
一
世
紀
聞
に
設
置
さ
れ
た
プ
レ
ヴ
ォ

ル
イ
七
世
時
代
に
新
設
さ
れ
た
も
の
が
十
六
カ
所
で
あ
る
。
し
か
も
、
十
六
カ
所

中

f
二
カ
所
ま
で
が
ガ
テ
イ
ネ
と
そ
の
周
辺
地
帯
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
ロ
リ
ス
特
許
状
の
国
王
直
轄
領
内
へ
の
普
及
状
況
と

テ
が
一
一
一
な
い
し
一
一
二
カ
所
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、

地
理
的
に
も
年
代
的
に
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

ロ
リ
ス
特
許
状
普
及
の
第
一
の
目
的
は
、
政
治
機
構
の
整
備
・
確
立
を



め
ざ
す
新
し
い
法
的
慣
行
を
直
轄
領
内
に

る
こ
と
で
あ
っ

以
下
に
、
こ
の

、、lv

て
な

た
の
か
に
つ
い
て

γζ
に
し
た
い

た
ケ

i
ス
は
、

一
六
五
年
の

そ
れ
に
よ
る
叡
入
増
大
を

口
リ
ス
の
よ
う
に
、

に
よ
る
諸
権
利
の

周
辺
領
主
欝
に
よ
る
掠
奪
合
時
間
ぎ
、
人
口

ね
ら
っ
て

の
と
し
て
は
、

リ
ュ
シ
エ
ー
ル
や
パ
ロ

ー
に
よ
る
と
、

世
紀
後
半
に
お
け
る

の
中
心
課
題
は
以
下
の
よ
う
に
設
扮
さ
れ
て
い
る
。

「
M
M
蔀
に
は

に
負
え
な
か
っ
た
イ

:
ι
N
U
汁
ド
日
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ロ

γ
た
ち
は

空
間
拘
級
官
僚
と
化

も
は
や
主
権
の

イ
ー
ル
口
、
ド
ゴ
フ
ラ
ン
ス
の

に
よ
っ
て

直
轄
僚
に

γ、
斗

ι

、
11/ 

イ

の

て
、
有
力
諾
侯
腐
を
い
か
に
掌
握
す
る
か
、

題
は
巧
7
4

し
、
よ
り
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、

「
ル
イ

し
し、

129 -

中
心
地
を
計
閥
的
に

に
お
い
て
は
、
封
建
領
主

る
と
と
も
に
、

に
す
る

だ
か
ら
、

P
H
Y
ス
特
許
状
が
ガ
テ
イ
ネ

に
普
及
さ
れ
て
い
く
持
識
に
は
、

ノレ

イ

絞
り
ス
に
授
与
し
た
と
き
の
そ
テ
ィ
l
ブ
は
そ
の
ま
ま
の
か

叫
に
み
ふ

相

p
y

に
は
、
J
N
F
F
H
H
Z
〈持
i

プ
ル
ゥ
の

リ
y

ス
ト
に
よ

、
あ
を
ら
か
に
新
村

で
る
っ
て
ロ
リ
ス

川町

l
列
C

F

(

F
C
H
H昂
M
U
-
-
}
昂

1
附

W
O
門知町制持と同)同)凧山内
W
H
M
M

(
9
)
 

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
パ
コ
ー
に
よ
れ
ば
、

ωngGV円g
e
e
d
M戸

i
C骨片山口氏明ハ

の
新
村
(
一
一

開
拓
入
総
合
目
的
と
し
て
い
る

も
の
に
は
、
苫
田
m
U
1

と

M
w
r
M
M
支
持
部
広
(
一
一
七

一
五
一
一
一
年
)
、

〈

C
F
L
P
n
rか
H
O〉
♂

立

派

可

〈

六
九
年

Y
C
E
Z丸
山
口
以
下
ロ
リ
J

ス
円
。
フ
レ
ヴ
ォ
テ
内
の
十
期
カ
村
〈
‘
一
七
五
年
〉
が
こ
の
部
類
に

嘉
し
て
い

れ
ら
を
合
計
す
る
と

一
一
カ
村
に
な
り
、

ル
イ
七
世
に
よ
っ
て

た
H

朽
の
ほ
と
ん

べ
て
に
あ
た
る
。

の

」
と
か
ら
、

ガ
テ
イ
ネ

の
冨
至

に
お
け
る
戸
リ
ス

の
普
及
は
拓
植
政
競
と
関
門

線
上
で
な

た
と
い
え
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

以
上
の
諸
村
の
う
ち
共
同
領
主
権
契
約
《
官
同
佐
官
》
を
と
も
な
う
ケ
1
ス
も
少
な
く
な
い
。

ル
イ
七
世
時
代
に

フ
ィ
リ
ッ
プ
H

オ

I
ギ
ュ
ス
ト
時
代
に
は
三
カ
村
で
あ
る
o

プ
ル
ゥ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
契
約
を
と
も
な
っ
て
ロ
リ
ス
特
許
状
が
普
及
さ
れ
た
の
は
九
カ
村
、

こ
れ
ら
の
契
約
の
大
多
数
は
国
王
が
聖
界
領
主
と
の
聞
に
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、

弱
小
世
俗
領
主
と
の
間
に
成
立
さ
せ
た
も
の
も

あ
る
o

一
一
七
七
年
の
フ
ラ
ジ
イ
(
盟
認
可
)
と
ピ
シ
ュ
ロ

i

(
盟
各

2
2
ε
に
つ
い
て
の
契
約
は
ル
イ
七
世
が
陪
臣
に
あ
た
る
世
俗
領
主
と

締
結
し
た
も
の
で
、

国
王
が
陪
臣
の
所
領
と
領
民
に
た
い
し
て
直
接
支
配
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

フ
ラ
J

ジ

ィ
は
陪
臣
ユ
グ
リ
ル
H

ノ
ワ

l
ル
が
そ
の
封
主
ジ
ロ

γ
リ
ド
H

モ
レ
か
ら
封
と
し
て
保
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、

ピ
シ
ュ
ロ

I
は
ユ

グ
と
そ
の
妻
プ
ァ
ヴ
ィ
ア
が
封
主
ギ
ベ
ー
ル
日
ド
日
カ

γ
ヌ
か
ら
う
け
て
い
た
封
で
あ
っ
た
。

ロ
リ
ス
特
許
状
の
普
及
に
よ
っ
て
こ
の

-130-

二
村
に
人
口
を
集
中
す
る
た
め
に
契
約
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、

で
、
こ
れ
ら
の
村
で
の
全
収
入
と
裁
判
権
が
国
王
と
の
聞
で
均
分
さ
れ
、

の
で
あ
る
o

そ
の
際
、

両
封
主
の
隷
属
民
を
永
住
さ
せ
な
い
と
い
う
条
件
だ
け

共
同
で
プ
レ
ヴ
ォ
と
諸
役
人
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

聖
界
領
主
と
の
契
約
の
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ル
リ
ム
リ
ネ
の
ケ

1
ス
を
示
し
い
官
そ
の
ば
あ
い
も
、
国
王
は
収
入
の
半
分
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
軍
事
権
・
裁
判
権
に
関
す
る
独
占
な
い
し
優
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
(
問
。

こ
の
よ
う
に
、
共
同
領
主
権
契
約
は
国
王
が
聖
俗
領
主
の
所
領
と
支
配
権
を
平
和
裡
に
奪
取
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
同
時
に
、

そ

の
所
領
の
住
民
に
ロ
リ
ス
特
許
状
を
普
及
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
拡
大
さ
れ
た
直
轄
領
の
支
配
体
制
の
安
定
化
を
保
障
す
る
こ
と
に
も
な

っ
時
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
テ
イ
ネ
と
そ
の
周
辺
一
帯
へ
の
ロ
リ
ス
特
許
状
の
普
及
は
、
国
王
直
轄
領
の
拓
植
政
策
に
よ
る
充
実
と
共
同
領

主
権
契
約
政
策
に
よ
る
拡
大
を
と
も
な
い
つ
つ
、

そ
の
支
配
体
制
の
法
的
確
立
・
普
及
を
め
ざ
す
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



。
ノ
ネ
ッ
ト

(
Z
o
ロ
2
芯
)
と
マ
コ
ン
地
方
(
宮
町
戸
口
O

ロ
ロ
出
町
)
諸
村

直
線
距
離
で
も
ロ
リ
ス
か
ら
三

0
0
キ
ロ
は
あ
る
ノ
ネ
ッ
ト
村
と
二

0
0
キ
ロ
は
あ
る
サ
ン
H

タ
ン
ド
レ
H

ル
H
デ
ゼ

l
ル

(ω
向
-
ロ
同
l

〉
ロ
牛
芯
l
-
巾l
り
ふ
由
巾
立
)
村
に
ロ
リ
ス
特
許
状
が
普
及
さ
れ
た
の
は
一
一
八
八
年
で
あ
る
o

」
れ
ら
の
村
が
遠
隔
で
孤
立
し
て
い
る
こ
と
か

た
し
か
に
、
こ
の
二
村
に
普
及
さ
れ
た
の
は
フ
ィ
リ
v

プ
H

オ
I
ギ
ュ
ス
ト
の
オ

l
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
と
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
へ
の
遠
征
の
二
年
後
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ら

ガ
テ
イ
ネ
一
帯
へ
の
普
及
と
は
異
な
る
事
情
が
あ
る
と
の
予
想
が
つ
く
。

王
権
の
拡
大
が
イ
l
ル
H

ド
日

フ
ラ

γ
ス
を
越
え
た
の
は
す
で
に
ル
イ
七
世
の
と
き
か
ら
で
あ
り
、

と
り
わ
け
、

一
一
五
九
年
以
降
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
と
の

親
密
な
関
係
が
成
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
o

ル
イ
七
世
が
有
力
諸
侯
を
制
圧
・
掌
握
す
べ
く
と
っ
た
政
策
の
第
一
は
、
教
皇
権
を
利
用
し
た
積
極
的
な
教
会
保
護
の
政
策
で
あ
る
。

当
時
、

オ
l
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
や
ブ
ル
ゴ

I
ュ
ュ
等
の
諸
侯
領
で
は
、

諸
侯
自
身
ま
た
は
有
力
領
主
た
ち
が
教
会
の
所
領
・
諸
権
利
を
強
奪

マt品
ηδ 
1
1
 

し
、
あ
る
い
は
、
有
力
聖
界
領
主
と
の
間
で
覇
権
を
争
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
教
皇
は
教
会
掠
奪
者
に
破
門
を
宣
告
し
、
国
王
は

裁
判
権
の
行
使
と
と
も
に
軍
事
介
入
に
で
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

さ
ら
に
情
勢
を
複
雑
に
し
て
い
た
の
は
、

西
か
ら
は
オ
l
ヴ
ェ
ル
ニ

ュ
等
に
プ
ラ

γ
タ
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
ヘ
ン
リ
l
二
世
が
、
東
か
ら
は
ブ
ル
ゴ

l

ニ
ュ
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヅ
ヒ
リ
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
が
そ
れ
ぞ
れ
支

配
権
を
確
立
せ
ん
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
当
然
に
も
、
彼
ら
が
地
元
の
諸
侯
や
有
力
領
主
を
掌
握
し
て
反
カ
ベ
の
尖
兵
に
し
た
て
て

フ
ラ

γ
ド
ル
伯
や
シ
ャ

γ
パ

l
ニ
ュ
伯
と
同
盟
し
、

(
時
)

南
部
の
オ

l
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
・
ラ

γ
グ
ド
ッ
ク
、
南
東
部
の
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
の
攻
略
に
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ル
イ
七
世
は
北
部
・
東
部
の
有
力
諸
侯
、

つ
ま
り
、

ノ
ネ
ッ
ト
や
サ
ン

H

タ
ン
ド
レ
日
ル
日
デ
ゼ

l
ル
の
よ
う
な
小
村
へ
の
普
及
と
い
え
ど
も
、
右
の
よ
う
な
カ
ベ
王
権
を
中
心
と
す
る
政

治
情
勢
と
の
関
連
で
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

十
二
世
紀
の
オ

l
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
伯
領
で
は
、
伯
自
身
や
ポ
リ
ニ
ャ
グ
(
(
旬
。

--mgn)
の
ヴ
ィ
コ

γ
ト
が
諸
聖
界
所
領
を
掠
奪
し
つ
づ
け

て
い
た
。
と
り
わ
け
、
ポ
リ
ニ
ャ
グ
領
主
一
門
に
よ
る
ル
日
ピ
ュ
イ
(

F

H

U

ロ
己
司
教
区
教
会
の
掠
奪
は
激
し
く
、
両
者
の
聞
で
は
、
合
計

七
回
の
「
和
約
」
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
四
回
目
ま
で
は
伯
領
内
の
他
の
諸
司
教
・
修
道
院
長
・
伯
の
支
配
権
を
介
し
て
「
和
約
」
が
成

立
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
ポ
リ
ニ
ャ
ク
領
主
の
掠
奪
を
終
止
さ
せ
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
教
皇
は
こ
の
掠
奪
者
を
破
門
し
た
が
効

果
な
く
、
結
局
、

ル
イ
七
世
に
軍
事
介
入
を
勧
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
一
六
四
年
の
五
回
目
の
和
約
は
は
じ
め
て
王
権
を
媒
介
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

し
ば
し
伯
領
の
平
和
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
プ
ラ

γ
タ
ジ
ュ
ネ
v
ト
の
支
援
に
よ

っ
て
息
を
ふ
き
か
え
し
た
ポ
リ
ニ
ャ
ク
領
主
が
教
会
攻
撃
を
再
開
し
た
た
め
、

一
一
六
九
年
、
国
王
は
再
度
進
軍
し
、

ヴ
ィ
コ
ン
ト
の
拠

点
で
あ
る
ノ
ネ
ッ
ト
城
を
奪
取
し
、
彼
に
援
封
し
て
い
た
す
べ
て
の
封
の
没
収
と
一
門
の
者
の
投
獄
を
ブ
ロ
ワ
伯
を
通
じ
て
宣
告
し
た
。

」
れ
が
六
回
目
の
和
約
で
あ
る
が
、

」
の
判
決
内
容
は
執
行
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、

一
一
七
一
年
、

国
王
自
ら
に
よ

132 

る
七
回
目
に
し
て
よ
う
や
く
長
期
に
わ
た
る
紛
争
に
終
止
符
が
う
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
和
約
の
内
容
は
、

ポ
リ
ニ
ャ
ク
一
門
が

ル
日
ピ
ュ
イ
司
教
に
忠
誠
を
誓
う
こ
と
、

ヴ
ィ
コ
ン
ト
の
地
位
を
放
棄
す
る
こ
と
、

八
カ
村
の
城
砦
や
所
領
を
司
教
に
放
棄
す
る
こ
と
な

ど
で
あ
り
、
こ
の
一
門
の
勢
力
を
著
し
く
弱
め
る
も
の
で
あ
っ
た
o

こ
う
し
て
、

カ
ベ
王
権
に
よ
っ
て
平
和
が
確
立
さ
れ
、

さ
ら
に
、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
オ

l
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
へ
の
主
権
の
浸
透
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
カ
ベ
と
ブ
ラ
シ
タ
ジ
ュ
ネ
ャ
ト
の
聞
に
は
な
ん

ら
の
解
決
も
み
い
だ
さ
れ
て
お
ら
ず
、
フ
ィ
リ
て
フ
日
オ

1
ギ
ュ
ス
ト
治
下
の
一
一
八
六
年
に
紛
争
は
再
燃
す
る
。
こ
の
と
き
国
王
は
最

後
の
切
礼
と
し
て
ノ
ネ
ッ
ト
村
に
ロ
リ
ス
特
許
状
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
カ
ベ
王
権
に
た
い
す
る
住
民
の
安
定
し
た
服
従
を
わ
が
も
の

に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

マ
コ
ン
地
方
諸
村
へ
の
普
及
も
国
王
の
政
策
と
し
て
は
ノ
ネ
ッ
ト
村
の
ば
あ
い
と
基
本
的
に
同
じ
性
格
を
も
っ
て
い
る
o



フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
日
パ
ル
バ
ロ
ッ
サ
に
支
え
ら
れ
た
マ
コ

γ
伯、

シ
ャ
ロ
ン
伯
等
の
有
力
諸
侯
・
領
主
層
が
マ
コ
シ
司
教
、

ジ
ャ
ロ

γ

司
教
、

グ
リ
ュ
一
一

l
修
道
院
長
等
の
聖
界
領
主
権
力
と
対
決
し
、

し
ば
し
ば
教
会
所
領
を
掠
奪
し
て
い
た
。
こ
の
ば
あ
い
も
、

ル
イ
七
世

は
初
期
の
段
階
で
は
裁
判
権
を
行
使
す
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
も
効
な
し
と
み
る
や
、

一
一
六
六
年
と
一
一
七
一
年
の
一
一
度
に
わ
た

そ
の
代
償
と
し
て
、
諸
教
会
か
ら
サ
シ
川
ジ
ャ
シ
グ
ゥ
(
∞
田
町
三

lcgmoロ
凶
)
は
じ
め

多
く
の
村
に
関
す
る
共
同
領
主
権
契
約
の
締
結
を
か
ち
え
て
い
る
o

フ
ィ
リ
ッ
プ
川
オ

l
ギ
ュ
ス
ト
も
、
遠
征
の
成
果
と
し
て
、
サ

γ
リ

る
遠
征
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
世
俗
領
主
を
制
圧
し
、

ジ
ャ
ン
(
∞
戸
山
口
付

1
7
2
)
修
道
院
と
の
共
同
領
主
権
契
約
に
よ
っ
て
サ
ン

l
タ

γ
ド
レ
H

ル
U

デ
ゼ

l
ル
を
獲
得
し
、

許
状
を
普
及
し
た
。

そ
こ
に
ロ
リ
ス
特

ま
た
、

G
・
デ
ュ
ピ
イ
に
よ
れ
ば
、

サ
ン
日
夕
ン
ド
レ
の
ご
く
近
隣
の
サ
ン
リ
ジ
ヤ
ン
グ
ゥ
(
援
与
年
代
不
明
)
、

サ
ロ
ル
、
不
(
∞
同
-oH1口問可

一
二
二

O
年
頃
)
、
プ
リ
セ

(pzb
一
二
二
三
年
)
と
い
っ
た
い
ず
れ
も
共
同
領
主
権
契
約
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ

た
諸
村
に
も
ロ
リ
ス
特
許
状
が
普
及
さ
れ
た
。

さ
ら
に
国
王
の
普
及
政
策
の
た
め
に
人
口
流
出
の
打
撃
を
う
け
た
コ
ル
ト
ヴ
エ

ロ
リ
ス
を
部
分
的
に
模
倣
し
た
特
許
状
を
同
村
に
授
与
し
た
の
で
あ
る
o

(
(
リ

O
H
Z
E

っ。
η

。
噌

tA

J
S
W
)
の
城
主
は
、
防
禦
策
と
し
て
、

以
上
か
ら
、

ロ
リ
ス
特
許
状
の
国
王
直
轄
領
内
へ
の
普
及
が
二
つ
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、

ガ
テ
イ
ネ
と
そ

の
周
辺
一
帯
へ
の
普
及
は
、
聖
界
領
主
や
弱
小
世
俗
領
主
の
所
領
・
諸
権
利
を
平
和
裡
に
駆
逐
し
な
が
ら
、

王
権
の
物
質
的
基
礎
を
拡
大

し
、
同
時
に
、

ロ
リ
ス
特
許
状
や
共
同
領
主
権
契
約
状
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
領
主
層
の
支
配
権
を
弱
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

王

権
を
定
着
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
カ
ベ
直
轄
支
配
領
」
《
℃
HEn-宮
E
b
g
H
)合
5
E
g
》
の
完
成
に
と
っ
て
、

ロ

リ

ス
特
許
状
の
普
及
は
決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
遠
隔
の
直
轄
領
は
地
方
的
内
乱
を
契
機
と
す
る
軍
事
介
入
に
よ

っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
後
者
の
ば
あ
い
は
、

そ
こ
へ
の
ロ
リ
ス
特
許
状
の
普
及
は
諸
侯
権
力
掌
握
の
た
め
の
前
線
基
地
を
設
置
し
た
こ
と
に
ほ
か

封
建
王
政
の
確
立
に
と
っ
て
こ
れ
ま
た
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で

北
大
文
学
部
紀
要



組!8lI~延窓対E土手 Q童話~各(宕~mê~認

4
T
的
同

i

Prior de Condis duas partes habebi t， et ego terciam. 

(3) Vadia Duelli in manu Prioris dabuntur， et tenebit 

illud usque ad Majora Sacramenta: exinde Duellum in manu 

Prepositi mei erit. 

(4) Due partes justicie Prioris erunt， et tercia mea. Furtum 

vero m巴umerit， et forefactum hominis occisi， quod dicitur 

mu¥trum， et falsa mensura. 

←将兵今0' I定{時æ;~持f\1ì!-íミ七[\ Q~手当ベ 110 ムド:';!似土整矧嵐山1'(111 

4司Q11' ~:，;! I!lq司 Q 1 Q~q司ì-'崎県鳴 F 士出版従軍 Q !ð:，\冠司~11 0 

J二 ν:';!' 景~~~~~~~~直釧悌榊 11 吋 n.J~されJ 兵I'Q同日程ヤW l1

J ν， "lJ~工芸 liiii~ 心主作{巡烈盤以 Q~日間千J' l'\-'~~選出 Q~単語E 肘

i-'烈10"，，"，事 Q~I皿酎ド-11 ~-iミ~I'Q斗 AD 1，よ年馬県初 ~ν ムテ(l O 制-?1'

4吉宗鍵 1~星 11 やムド，.，;>' 制主主主よ:';!1 1 ~実 1 i-'il'I芝生矧i!lS1J!!'(11々もγ

京総安心 ~\--'~ρ 後， 1IT!K S語申書界銀 ~J ふ」ミト(l\国1+<製紙飾北l1êK

-r時議案鍵士~，.，;> (":';!c0 ~Q~ l1mJg lli主-rぬ吋れは必 F ドム向。

Ordonnances， T. VIII， p. 408. 

(己〉 ヰK Illi:!l'Ilí+t1鍵開く~士24ミ手当心ト，.J，.，;>車問誕生主主手~w --'J"';>~，jミ~

ムo "，，， 111 '" 1¥ヤ(Joigny)思州、 lトー士=士i'H一、土:';!bト
λT¥ CVanne)三1113140 Q護軍草a;キ47百!¥-w銀総，.J.;.!Q，fJ' 'J俳誌心

はやムνPえ'<-.tJ半1--'JQ l@l1味[j[~高利~剥く~w話n;，' ，J兵c0(

(司) M. Pacaut， Louis VII et son royaume， pp. 149-150， cf. 

幸き図同。

(凶) M. Prou， ojう.cit.， pp. 75， 109. 

(tO) A. Luchaire， Histoire des institutions monarchiques， 

T. II， pp. 282-284. ; M. Pacaut， Ojう.cit.， pp. 161-162. 

(ト) M. Pacaut， 0ρ. cit.， p. 183. 

(∞) A. Luchaire， Histoire des institutions monarchiques， 

T. II， p. 140. 

(∞) M. Prou， op. cit.， pp. 108-109， 111. 

(8) M. Pacaut，7"oρ. cit.， pp. 141-142. 

(口) M. Prou， 0ρ. cit.， pp. 72-78， 82， 84. 

(出) Ibid.， p. 148， pi色cesjust.， nO VII. 

(;::;)総 1~1時 Q ;j;j;! CfD w-1l4¥il!至。
(ヨ〉 ゐト〉。くーt1:巴--'J円 λ1ト (Condes) 似盛期盤以--'J Q~Q

者く1lli:!l'Ilí判鍵割く~み}忠誠--'J-rト(ltn!阻巡君主制E長 Q 宮崎ユ 11 ，.，;>'1lli:~

Q草壁{限必)ド(l'Q'J-\J定ì-'制点。il'Î主製鋼鑑定IJIi!!: Q131 -R~l1';'!~，.J

ν， $!¥トヤ弔一川卓l後 11-ばく砂主」謝.lJド，.J';'!，.，;>Qi-'喝の。
(2) Omnes homines qui modo sunt in nominatis Villis， et 

qui in futurum advenient， pro quolibet animali ad carrugam 

trahente， duodecim denarios tantum persolvet. Ex hoc redditu 

~ぬO



ー
目
的
同

l

sunt in Potestate Beati Andreae， et illos qui deincaps ibidem 

mansuri venient， in protectionem et custodiam nostram per 

posse nostrum suscipimus， quamdiu per rationem eos tueri 

poterimus; eisdemque Consuetudines Lorriaci concessimus， sub 

ea conditione quod omnium proventuum qui de Potestate illa 

provenerint， medietatem percipiemus. Ordonnances， T. XI， 

p.252. 

(~自ミ) G. Dl 

regiωon仰白connai“seム，Pα1'1おs，1953， pp. 600-603. 
(S，1) 布告現阿古語楼判明製 Q I[IJ~:1iilt;~~l1 \'ム ν 't!'ド-~綿密 1"

1ト入 K 報告世間吉量制迫 v l'Q糊#:1ii惚 ~m型(味 Q 1 )J (~寺~-K以1吋

十11rrjt>' 1・民fく<)'1区〔科(Q11Q，.-;)J(W制反欧州4く自トzt阻胞

が箔足跡11gj rrjt>' 1.只4く吠YII@: (昧 Ql1Q C'1 )J(~蝋石毛I!ID;判 4く

許't:困問Hrt活足¥!lV111く日V1ト民主)1 )制~mi。

Q~堅苦言哲三HE'~型=。〈ト =1トi<J帳隠 ，..J\-l 09 心的位当日 P 匝同l1't!>V'J

Jミ心持活肉屋FくQ'i十時司づい隠cl?νユl'Q0 A. Luchaire， Histoire 
des institutions， T. II， p. 349， Notes et appendices， nO 26.制

12' l f!.骨H<:~Q 凶器穏や*l \'12 幸司苦毒剤~!;E，..J' >v 'J 11臨閑鎚主主

主t;若手州制ゅうmの'士:!*lム09*l¥' 120 M. Pacaut， ojう.cit.， pp. 139-

140. 

(出) Ibid.， pp. 70， 73ー74，84， 187-194; A. Luchaire， Histore 

des institutions， T. II， pp. 284-285. 

(巳)A.Luchaire， Etudes sur les actes de Lous VII， Brltx同

elles，1964， pp.283-284， 289， nO 581， 582，600; M. Prou， 0ρ. 

cit.， pp. 78-80 ; M. Pacaut， op. cit.， pp. 85-87 ; A. Ltにhaire，

Histoire des institutions， T. II， pp. 292-294. 

(~) M. Pacaut， op. cit.， pp. 89-90， 189-191， A. Luchaire， 

Histoire des institutions， T. II， pp. 286-289. 

(~)…… quod homines universos qui ad praesens mansionarii 

且:=--I<:jì;\:;出若手':R~ Iト""十 AJ~Q~F辺幸司権 Q IffiI同 1副主筆騨~蝋-&-右主」羽田岡

庁lJ~.(2 Q~ 1'ヨ存l 必 Qiミ 0 制.(2' 0 +->-。くー I! ?itEZ草場lfK:~巴 4ミ~心 Q 且亡"'1<当主枯

長必l 調IIl~託収J キJ .(2 Q~~甲~Qiミ。 )J 兵心 Q~m盟会!神P 州i'Q'~-lQム'p，.，9'十|割足4ミ心十11辛i足尽!冨Q言語理控訴はやムν

~，.，9~，.，9' 
，入争入。三一11rI~騨ど Q羽田両

1 i組....J\-，~'V~臨も時点崎心主lmq~..\二時。

h ・~->-ム主よ吋 4二百 F 十 1 :担足担当十ト >-:=--1 担@世ギ宮沢て H'U埋もE出4く@桓華患は器....J.(2 AJ 冷()'P~ト('0 -r将兵~'

守~-1く似動指‘足踏



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

ロ
ベ
ー
ル
家
の
0

フ
ラ
ン
シ
ポ

i
テ
《
官
古
口
町
出

Em山
E
σ
2己
2
5
》
が
解
体
し
、

そ
の
ヴ
ィ
コ
ン
ト
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
ア

γ
ジ
ュ

I
家

東
西
か
ら
王
権
を
脅
か
し
た
と
き
で
あ
っ

と
ブ
ロ
ワ
H

シ
ャ
ル
ト
ル

(
シ
ャ
ン
パ

1
ニ
ュ
)
家
が
有
力
封
建
諸
侯
と
し
て
拍
頭
し
て
、

た
。
同
時
に
、
国
王
の
役
人
層
や
彼
か
ら
援
封
さ
れ
て
い
る
貴
族
や
騎
士
た
ち
ま
で
も
が
、
国
王
ア

γ
リ
一
世
の
母
コ
ン
ス
タ
ン
ス
に
唆

さ
れ
て
、
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
独
立
を
志
向
し
、

王
権
を
足
元
か
ら
ゆ
さ
ぶ
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、

カ
ベ
支
配
領
を
東
西
と
北
か
ら

包
囲
し
て
い
る
ブ
ロ
ワ
の
オ
ド
(
開
口
仏
2
同
仏
巾
切
目
。
山
田
〉
が
南
部
の
ガ
テ
イ
ネ
と
サ
シ
ス
伯
領
を
も
併
合
せ
ん
と
し
て
、

王
権
伸
長
の
出

口
を
完
全
に
遮
断
し
よ
う
と
企
て
て
お
り
、
彼
と
王
位
纂
奪
を
ね
ら
う
コ
ン
ス
タ
ン
ス
が
結
託
し
て
王
権
に
挑
戦
し
た
と
き
は
、

王
権
は

ま
さ
に
ど
ん
底
で
あ
っ
た
。
こ
の
危
機
を
脱
し
南
部
と
南
西
部
の
「
窓
し
を
か
ろ
う
じ
て
守
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
一

O
三
七
年
の
こ
と

で
あ

mr
そ
の
意
味
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
が
一

O
六
九
年
に
ガ
テ
イ
ネ
を
獲
得
し
た
こ
と
は
王
権
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
。
オ
ド

ト
ロ
ワ
、

モ
i
(
γ
九
[
巾
山
口
附
)
、
ブ
ロ
ヮ
、

シ
ャ
ト
ル
の
各
伯
領
は
再
統
合
さ
れ
、

一
一
二
五
年
テ
ィ
ボ
I

U
ル
H

グ
ラ
ン
が
即
位
す
る
に
お
よ
ん
で
、

再
び
王
権
を
包
囲
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治

-136 

二
世
の
死
に
よ
っ
て
シ
ャ
シ
パ
1
ニ
ュ
伯
領
は
一
時
分
散
す
る
が
、

情
勢
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
ど
の
地
域
よ
り
も
出
口
と
し
て
の
ガ
テ
イ
ネ
に
強
固
な
支
配
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
、

主
権
に
と
っ
て
、
生

死
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

し
か
し
、
同
じ
課
題
は
同
時
に
シ
ャ
ン
バ

l

ニ
ュ
伯
の
側
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

王
権
に
せ
よ
伯
権
力
に
せ
よ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ

γ
シ
ポ
l
テ
確
立
に
あ
た
っ
て
相
互
に
競
合
関
係
に
あ
っ
た
、

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
o

シ
ャ
シ
パ

l

ニ
ュ
伯
に
よ
っ
て
ロ
リ
ス
特
許
状
が
普
及
さ
れ
た
諸
村
は
ト
ロ
ワ
南
西
部
に
集
中
し
て
お
り
、

だ
い
た
い
南
北
に
な
ら
ん

で
位
置
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
西
側
に
は
、
十
五
キ
ロ
か
ら
一
一
一

0
キ
ロ
程
の
間
隔
を
お
い
て
、
国
王
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
ヴ
ォ
ワ
ジ
ヌ

ハ〈。山田
Z
g
一
一
八
七
年
)
と
デ
ィ
ス
モ
ン
(
ロ
ヌ

g
o
E
一
一
九

O
年
)
が
あ
り
、

サ
ン
ス
大
司
教
が
授
与
し
た
ヴ
ィ
ル
ヌ

I
ヴ
日
ラ



ル
シ
ュ
ベ
グ
(
〈
巳
巾
ロ
巾
51巾l
可
〉
吋
円
}
5
4
h
w
ρ
g
w

一
一
七
二
年
)
が
あ
る
o

さ
ら
に
、

サ
ン
ス
か
ら
モ
ン
ト

?
l
(冨
。

E
2
2ロ
)
ま
で
の

ヨ

γ
ヌ
流
域
に
は
在
地
領
主
エ
ロ
イ

1
ズ
と
ピ
エ

1
ル
が
八
カ
村
に
わ
た
っ
て
普
及
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
在
地
領
主
は
シ
ャ

γ
パ
l
ニ
ュ

伯
の
家
臣
で
あ
る
o

そ
の
西
側
お
よ
そ
十
キ
ロ
か
ら
十
五
キ
ロ
の
地
帯
(
ガ
テ
イ
ネ
北
東
部
)
に
は
国
王
が
普
及
さ
せ
た
諸
村
が
密
集
し

て
い
る
。

セ

l
ヌ
・
マ
ル
ヌ
聞
は
ロ
リ
ス
特
許
状
が
普
及
し
て
い
な
い
い
わ
ば
空
白
地
帯
で
あ
る
o

し
か
し
、
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
簡
潔
な

J
・
ユ
ベ
l
ル
の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

ム
ラ
ン
(
冨
己
ロ
ロ
)
の
シ
ャ
テ
ル
一
一
!
と
シ
ャ
ン
パ
l
一
一
ュ
伯
領
の
境
界
は
十
一
世

紀
な
か
ば
す
ぎ
ま
で
に
「
封
建
的
境
界
」
《
同

g
E
5
5
ぽ。

E
F
》
と
し
て
形
成
さ
れ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
森
林
や
沼
地
な
ど
で
区
分

し
か
も
、
そ
れ
は
境
界
線
で
は
な
く
、

さ
れ
る
一
自
然
的
境
界
L

《『

5
ロ
t
p
z
E
E
z
-
-巾
》
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

五
キ
ロ
か
ら
十
五

キ
ロ
程
度
の
幅
を
も
っ

「
境
界
地
帯
」
《

NOE
昨。

E
5
2
》
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
地
帯
は
《

BmwHF巾》

と
よ
ば
れ
て
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い
る
。
そ
こ
で
は
、
国
王
も
伯
も
共
通
に
諸
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

し
た
が
っ
て
、
こ
の
幅
が
せ
ば
ま
っ
て
厳
密
な
境
界
線

が
形
成
、
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
両
者
の
力
関
係
に
よ
っ
て
き
ま
る
こ
と
で
あ
る
o

十
二
世
紀
と
十
三
世
紀
前
半
に
展
開
さ
れ
る
開
墾

運
動
は
、
そ
の
点
で
、
決
定
的
な
意
味
を
も
ち
、

「
境
界
地
帯
」
の
性
格
を
根
本
か
ら
変
え
て
い
く
。

地
図

E
で
一
目
瞭
然
の
よ
う
に
、

そ
こ
に
は
、
国
王
も
伯
も
競
台
し
て
、
多
数
の
新
村
・
修
道
院
・
騎
士
領
を
創
設
し
、
そ
れ
ら
を
防
衛
す
る
た
め
に
、
石
造
城
砦
を
建
設

し
て
い
る
の
で
あ
る
o

こ
の
こ
と
は
両
者
の
拓
植
政
策
に
よ
る
境
界
の
現
実
的
確
立
を
意
味
し
て
い
る
。

す
で
に
検
討
ず
み
の
よ
う
に
、
十
二
世
紀
後
半
の
ガ
テ
イ
ネ
一
帯
へ
の
ロ
リ
ス
特
許
状
の
普
及
は
、
国
王
の
拓
植
・
共
同
領
主
権
契
約

の
政
策
と
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
普
及
政
策
は
「
カ
ベ
直
轄
支
配
領
」
の
完
成
に
決
定
的
役
割
を
果
た
し
た
が
、

同
じ
よ
う
に
、

シ
ャ
ン
パ

l

ニ
ュ
伯
も
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
自
己
の
領
域
的
支
配
権
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で

北
大
文
学
部
紀
要



償
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

あ
る
。
十
二
世
紀
後
半
、

と
り
わ
け
、
九

0
年
代
に
集
中
し
て
普
及
さ
れ
た
ト
ロ
ワ
南
西
部
の
六
カ
村
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
と
い
え
る
。

し
か
し
、

ガ
テ
イ
ネ
と
の
境
界
地
帯
に
位
置
す
る
が
ゆ
え
に
、
ロ
リ
ス
特
許
状
が
普
及
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
内
陸
」
部
や
別
の
境
界

地
帯
で
あ
れ
ば
、

ロ
リ
ス
の
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
プ
ル
ゥ
は
シ
ャ
パ
l
ニ
ュ
伯
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
慣
習
法
特
許
状
を
つ
ぎ
の

第
三
は
ロ
リ
ス
と
ま
っ
た
く
無
関
係
の
も
の
、

よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
は
ロ
リ
ス
の
も
の
と
ほ
ぼ
全
面
的
に
同
一
内
容
の
も
の
、
第
二
は
部
分
的
に
そ
れ
を
借
用
し
て
い
る
も
の
、

で
あ
る
o

こ
の
第
三
の
部
類
に
属
す
る
ヴ
ィ
ル
ヌ
l
ヴ
U
オ
U

シ
ャ
ト
ロ
(
〈
巳
巾
ロ

2
5
1

E
H
l
(
U
F勘
定

w-。片
一
一
七
五
年
)
、

モ
ン
タ
ニ
ュ

(
Y向
。
口
付
m
F
m
D叩

一二

O
O年〉、

ヴ
ィ
リ
エ

U
ザ
ン
H

ナ
ル
ゴ
ン
ヌ
三
二

O
八
年
)
は
少

な
く
と
も
伯
領
の
比
較
的
「
内
陸
」
部
あ
る
い
は
東
部
に
位
置
し
て
い
る
o

ベ
ラ
ル
、
シ
ャ
ン
バ

1

ニ
ュ
に
お
い
て
慣
習
法
特
許
状
が
積
極
的
に
授
与
さ
れ
た
時
期
は
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
の
ア
ン
リ
H
ル
川
リ

テ
ィ
ボ
1
一
一
一
世
の
時
代
で
あ
る
o

ア
ン
リ
二
世
、

こ
の
時
代
は
一
一
二
五
年
に
即
位
し
た
テ
ィ
ボ
1

1
ル
リ
グ
ラ
シ
以
来
の
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一
貫
し
た
領
土
拡
大
政
策
と
支
配
構
造
の
整
備
と
が
一
応
の
完
成
を
み
る
時
期
に
照
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
伯
は
ト
ロ
ワ
や
そ
I

の
司
教
区
で
《
門
町
。
訂
色
町
芯
m
E
Z
を
行
使
し
、
諸
修
道
院
長
の
一
叙
任
権
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
数
多
く
の
共
同
領
主
権
契
約
を
締
結

突
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
早
く
も
一
一
八
九
年
に
は
国
王
に
な
ら
っ
て
バ
イ
イ
制
を
採
用
す
る
、

し
、
ま
た
、
伯
領
内
の
二
九
の
シ
ャ
テ
ル
ニ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ヴ
ォ
を
配
置
し
、
彼
ら
が
権
力
濫
用
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
コ
ン
ト
ら
と
衝

(
釘
)

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

シ
ャ
ソ
パ

l

ニ
ュ
伯
領
に
お
い
て
も
、
慣
習
法
特
許
状
の
授
与
・
普
及
と
深
く
関
連
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ソ
シ
ポ
l
テ
は

確
立
さ
れ
て
い
っ
た
o

し
か
し
、
同
時
に
、

カ
ベ
権
力
の
浸
透
カ
も
予
想
外
に
強
く
、

一二

O
七
年
に
は
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
日
オ
I
ギ
ュ
ス

ト
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
伯
夫
人
ブ
ラ

γ
シ
ュ
と
の
聞
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
協
定
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



「
余
は
親
愛
に
し
て
忠
実
な
る
余
の
シ
ャ

γ
パ
l
ニ
ュ
伯
夫
人
ブ
ラ

γ
γ

ュ
お
よ
び
ギ
H
ガ
ス
ト
ブ
ル
(
の
己
の
田
洋
巾
巴
ろ
と
ア

γ
リ
H

ド

H
モ

(
E
g
H
-
r
y
pロ
ロ
日
仏
)

に
た
い
し
以
下
の
こ
と
を
約
束
す
る
。
デ
ィ
ス
モ
ン
、

マ
レ

H
ル
リ
ロ
ワ

(γ
山
内
同
日
開
可
-
即
刻

03、

サ
リ
ニ
ィ

(ω
と
ぽ
ロ
可
)
、
ヴ
ォ
ワ
ジ
ヌ
、
ト
リ
ニ
ィ

(
お
)

た
地
域
で
は
、
余
は
い
か
な
る
新
村
も
建
設
し
え
な
い
こ
と
、

(叶
V
O
H
-
m
ロ
uo、
同
様
に
オ
ル
ゥ
ズ

(
0
5
5巾
)
川
と
ヨ
ン
ヌ
川
の
聞
に
は
さ
ま
れ

ま
た
い
か
な
る
も
の
と
の
聞
に
も
共
同
領
主
権
契
約
を
締
結
し
え
な
い

こシ」、

さ
ら
に
、

サ
ン
ス
教
会
参
事
会
と
余
の
聞
に
結
ぼ
れ
た
ト
リ
ニ
ィ
に
関
す
る
共
同
領
主
権
契
約
の
証
書
が
以
後
は
い
か
な
る
価

値
も
重
要
性
も
も
た
な
い
こ
と
を
、
余
は
本
証
書
に
よ
っ
て
望
み
か
つ
決
定
す
る
。
:
:
:
そ
の
代
償
と
し
て
、
彼
ら
自
身
は
余
に
た
い

し
て
一

0
0
0
リ
I
ヴ
ル
・
パ
リ
ジ
を
貨
幣
で
引
き
渡
す
こ
と
」

こ
の
協
定
は
境
界
問
題
に
関
し
て
あ
き
ら
か
に
国
王
側
の
優
位
を
示
し
て
い
る
o

す
な
わ
ち
、

ト
ロ
ワ
西
部
の
諸
村
か
ら
は
多
大
な
人
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口
が
カ
ベ
側
の
特
権
地
帯
へ
と
流
出
し
、

そ
の
た
め
に
、

シ
ャ

γ
バ
l
ニ
ュ
伯
と
こ
の
地
域
の
領
主
た
ち
が
こ
の
協
定
に
示
さ
れ
た
よ
う

な
か
た
ち
で
主
権
の
浸
蝕
を
防
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ゴ
二

O
年
に
も
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
H
オ
l
ギ
ュ
ス
ト
は
ブ
ラ

γ
γ

ュ
に
た
い
し
、
彼
女
の
息
子
テ
ィ
ボ
ー
が
成
人
す
る
ま
で
は
、

王
権
下
の
村
に
彼
女
の
隷
属
民
を
う
け
入
れ
な
い
、

と
の
協
定
を
結
ん
で

い
る
。

一
二
二
九
年
に
も
、

サ
γ

H

ル
イ
が
同
様
の
約
束
を
し
て
お
り
、
も
は
や
、
事
態
は
動
か
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

カ
ベ
主
家
に
せ
よ
ジ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
伯
家
に
せ
よ
、
慣
習
法
特
許
状
援
与
政
策
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
シ

に
、
王
権
の
優
位
性
は
、

カ
ベ
の
方
は
い
ち
は
や
く
主
権
と
し
て
の
確
立
を
も
達
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
o

さ
ら

サ
ン

H
ル
イ
治
下
の
一
二
三
四
年
に
は
、
ブ
ロ
ワ
伯
、
シ
ャ
ル
ト
ル
伯
、
サ
ン
セ

I
ル
伯
に
た
い
す
る
宗
主
権

の
国
王
へ
の
移
譲
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
進
行
し
、
二
一
八
四
年
に
は
、
伯
領
の
相
続
人
ジ
ャ

γ
ヌ
U
ド
日
ナ
ヴ

7
1
ル
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
日

い
よ
い
よ
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
o

両
者
の
聞
の
力
関
係
を
変
え
る
に
至
っ
た
要

シ
ポ
l
テ
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、

ル
H
ベ
ル
と
の
結
婚
に
お
よ
ん
で
、

北
大
文
学
部
紀
要



慣
習
法
特
許
状
の
政
治
史
的
意
義

因
に
つ
い
て
は
、
多
角
的
・
総
合
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

さ
し
あ
た
り
、
慣
習
法
特
許
状
援
与
政
策
を
通
し
て
み
る
か
ぎ
り
、
そ
れ

直
轄
領
支
配
の
拡
充
を
基
盤
と
す
る
有
力
諸
侯
の
制
圧
な
ど
、

ぞ
れ
の
特
許
状
に
示
さ
れ
た
直
轄
領
支
配
の
質
的
差
異
、
特
許
状
授
与
・
普
及
政
策
の
時
間
的
ず
れ
、

に
求
め
ら
れ
よ
う
。

(
泣
)
』
-
u
r。口内
Y
R
ρ
口
乙
』
戸
内
訪
問
告
白
口
宮
内
同
区
司

b
m
D巾
匂
問
。
ロ
ユ

H
Z
H
D
H

LO
明，
H
8
5
.
4
p
ミ

ミ

ミ

お

旬

、

出

札

口

走

き

ミ

C
H
s
h
h向
た
札
凡
な

b

E
透
明
柏
崎
豆
、
同
色
町

h
q
a
g
均
三
b
p
s
u
M
V白
3
P
Nしも
U
N
W
3・
5
申
出
。
∞
一

仏
D
-
E
C
5
2
-招
〔
山
口
匂
0
5
0町
口
印
刷
】

b
S
5
5
ω
N
1
5
ω
P
3
仏
国
・
』
向
町
民
間
ミ
・

ミ
柏
町
白
ミ
ミ
輔
自
問
色
白

Nmb
玄
還
問
苫
悼
む
柏
、
芯
S
H
E
W刊
、
ミ
号
ミ
b
b『
民
間
、
さ
町
、
町
、
増

。
、
ロ
芯
町
ミ
h叫ミ♂

LNMWGUY--)同】・

]{ω
叶ー

lH品
∞
-

(
お
)
』
-
F
C口
間
口
O
F
2
F
m
わ}回目
HH4mwm山口魚川・
3
L
P
町
J
F
O門
。
門
知

-
m，
問
看
丘
町
♂

同
軸
旬
NbN.ミ
色
町
之
さ
な
言
及
室
師
、
む
昌
吉

E

h

s
ミ

-
q
H
s
h
h叫
同
・
同
-
H
l

L『
昌
之
た
忠
良
也
事
同
旬
由
民
h叫
誌
町
宮
、
宮
町
内
hwHUQMXH旬、

MMW旬
、
噌
同
】

-
H
N由・

(

M

)

エ
ロ
イ

1
ズ
と
ピ
ェ
I
ル
が
一
二
四
八
年
に
授
与
し
た
特
許
状
に
つ

い
て
、
シ
ャ
ン
パ

i
ニ
ユ
伯
は
一
一
一
六
九
年
に
確
認
状
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
確
認
状
は
全
部
で
二
二
条
項
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
十
七
条
ま
で
は

エ
口
イ

l
ズ
ら
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
内
容
を
確
認
・
再
録
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
一
八
条
以
降
は
す
べ
て
彼
ら
と
そ
の
子
孫
の
義
務
、
伯
と
の
関

係
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
彼
ら
領
主
も
プ
レ
ヴ

オ
と
同
様
に
彼
ら
が
授
与
し
た
特
許
状
の
遵
守
を
伯
に
た
い
し
て
誓
約
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
子
孫
に
も
義
務
づ
け
る
こ
と
、

ル
イ
七
世
の
治
世
の
後
半
以
後
の

伯
の
家
臣
で
あ
る
が
ゆ
え
に
確
認
状
を
住
民
に
提
示
す
る
こ
と
、
彼
ら
と

ピ
ェ
l
ル
の
妻
お
よ
び
子
供
た
ち
は
サ
ン
ス
に
に
配
備
さ
れ
た
伯
の
代
理

人
の
裁
判
権
に
従
う
こ
と
、
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

在
地
領
主
が
そ
の
支
配
権
の
不
充
分
さ
を
伯
権
力
に
よ
っ
て
補
完
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
逆
に
い
え
ば
、
伯
権
力
は
家
臣
が

授
与
し
た
特
許
状
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
臣
お
よ
び
そ
の
支
配
下

の
村
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
玄

-Muzz-色
、
.

円
礼
子
宮
v・

HA山{
〕

H
g
w
H
V
F
p
n
o
m
Y
ω
了

ロ

O
M内}
内
・

(
お
)
』
・
出
己
U
2
7
」し
m
w
h
H
C
E
F
P
5
0口口
E
g
g
-巾
仏
民
円

D
B芯
仏
巾
わ
ymHHT

吉
岡
ロ
ぬ
門
田
口
凶
円
。

E

M
口
H
J
5口
-mwuwp・
河
町
町
宮
町
凡
円
九
時
マ
白
己
記
号
h

門
口
、
句
、
な

b
ミ

.
Q
q
S
旬
、
宮
ミ
N
.
3
5
w
H
U九
戸
、
『
・

H
F
E・
E
ω
0
.

(
加

)
ζ
-
P
E
b
b
-
門戸
w
H
U
-
H
8
・

(
幻
〉
』
・
戸
O口
開
口
o
p
o
u
-
-了
円
)U-HNωlHω
白・

(
お
)
地
図
W
H
を
参
照
。

(
m
m
)
:
:
:
心戸

D
L
ロ
c
m
g口
口
自
己
百
戸
ω
《
巴
め
口
氏

ω

2
日山仏己

F
5
ロ
Oω
宵

EW

回
一
自
口
r
P
E
g
-
z
mゅ
の
自
国
匂
E
M
F
P
C
5
ι
o
z
o
m百円。
z
。

2

出
。
出
口
口
。

門
目
。
云
m
-
c
Z広
C与
口

Dハ
H
E
m
E
Cロ
℃
D
Sユ
5
5
m
}
ぷ
E
自
己
一
一
向
田
口

O〈
同
日
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田
口
巾
叶
♂
ロ

2
5
8口目。
g
円。

B
田
口
口

ε
5
3胃
5
5
p
m
r
o
ω
円。

H
B
E
g
-

ω口
5
2昨
日
向
巴
盲
目
。
丘
町

C
m
A
5
ζ
と
-02BHNA山
m
F
2
5ハ
目
。
戸

2
5
包

回
り

0ロ
芯

ω
』
戸
同
区
∞
白

t
E
m
2
5・
巾
円
山
口
品
。
戸
田
ρ
戸

巾

包

〈

DFmHロ回目
"
2
5仏巾

5
A
5
E
同，

r巾円。ロ
E
g
g
-
E
N
5
2
5
0
5
5
0
己
凹
官
。
包

J

へO口同
5

0
H
E門
町
一
見
口
岳

H
Z
g
g
Z
三
-
凹

A
5
E
2
8
2
ω
門
F
A
E
同
5
2
2田

口

ω司
g
p
z
p
n
H
F
〈

o
F
5
5
2
H
巾ヨ
2
宮
間
同
出
向
匂
お
お
出
合
仏

2
2
E
5
5

5

g
三
田
口

-
P
A
E
g
gロ
O
E門戸

ω
2
0ロ
g
由
。
白
山
口

o
r
z
g
r
5
2
4
2

む

す

び

g
n
-
m
g円
。
日
常
吋

}
H
O
S
E
R
O
W
E
-
r
g
Lゆ
円
。
門
巾
同

D
〈同

-
2呂
田
ピ

E
門

B
D
E
S
p
i
-
-
:
-
H
U
H
D空
気
ゲ

2

2
芯
白
石
巴
今
母
吋
己
主
ロ
D
r
z
g
H
ニ巾

rr円
g
H
U
R
E
H
S
E回
目
。
口

mHm-
冨
-
H
V
5
5
。
、
・
町
民

H-wH6・
同
日
叶

1
5∞
-

同

v
-
P口

2
』ロ
ω伸
之

口

O

M

内〈
H

・

(

鈎

)

」

S
R九・・
H
)

・
∞
∞
・

(
氾
)
〉

-HhD口
開
口

D
p
h白
¥
司
、
遺
白

HSM由
丸
町
内

WNh輸出
mHh¥、
a5whNな
FNuawよ
♂

~huqhww
℃
℃

-Hω
日

l]{ωGU
回
目
印

lH目
白
・
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以
上
、

M
a
プ
ル
ウ
の
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
可
能
な
か
ぎ
り
そ
れ
を
史
料
に
戻
っ
て
確
か
め
、

ま
た
、

そ
の
不
充
分
な
点
に
つ
い
て

は
他
の
史
料
や
彼
以
降
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
補
な
っ
て
き
た
。
慣
習
法
特
許
状
に
関
す
る
*
フ
ロ
ッ
ク
や
ペ
ラ
ン
等
の
研
究
成
果
や
学
説

な
意
義
は
彼
ら
の
視
点
か
ら
は
で
て
こ
な
い
。
そ
の
点
で
、
す
で
に
、

が
社
会
経
済
史
に
限
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
否
定
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
慣
習
法
特
許
状
が
も
っ
ト
ー
タ
ル

一
八
八
四
年
の
時
点
で
の
プ
ル
ウ
の
研
究
は
慣
習
法
特
許
状
の
全

体
像
を
基
本
的
に
提
示
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
o

さ
い
ご
に
、
プ
ル
ゥ
の
結
論
部
分
に
あ
た
る
ロ
リ
ス
特
許
状
の
-
評
価
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

そ
れ
を
授
与
し
た
領
主
に
と
っ
て
も
、
同

「
ロ
リ
ス
特
許
状
普
及
の
要
因
は
:
:
:
そ
れ
が
授
与
さ
れ
た
小
都
市
の
住
民
に
と
っ
て
も
、

北
大
文
学
部
紀
要

時
に
有
益
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
あ
る
o

こ
の
特
許
状
が
住
民
に
た
い
し
て
は
い
か
な
る
種
類
の
政
治
的
権
利
も
与
え
て
い
な
い
の
は



事
実
で
あ
る
。

る
農
誌
は
、

は
、
あ
ら
ゆ
る
不
当
徴
税
か

の
保
整
合
p
n
クス

せ
る
手
段
で
あ
っ

に
見
出
し
た
の
で

人
口

し
後
ら
の

さ
ら
に
、

ロ
リ
ス
特
許
状
が
領
主

は
主
殺
が
彼
ら
に
訴
し

に
追
随
し
た

の
過
大
な
縮
少
'
そ
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ

イ
ユ
シ
ア
テ
ィ
、
ワ
ル
ι
と
っ

け

後
ら

-
0

・・・
?eM

ル
イ
七
世
は
、
彼
ら

7ニ
の
で
あ
るτ
可っ

て

ノレ

イ

こ
の

に
は
二
つ
の

一
つ
は

種
類
の
政
治
的
権
利
も
与
え
な
い
い
こ
と

本
稿
で
み
た
よ
う
に
、

ジ
ャ
シ
パ
:

て
「
カ
ベ
藍
轄
領
支
寵
領
」
と
の
境
界
を
争
う
ほ
ど

は
別
加
の
独
自

お
そ
ら
く
、
行
政
へ
の
参
加
合
ほ
と
ん
ど
望
ま
な
か
っ
た
。
絞
ら
に
と
っ
て

々
人
の
自
由
と
夜
ら
の
財
産

あ
り
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
後
ら

他
方
、
こ

の
援
与
は
、

た
ち
に
と
っ
て
は
、

の
土
地
に
新
た
に

な
る
以
能
に

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
王
の
家

し
ば
、

領
主
た
ち
は

欠

に
く
ら
べ
て

た
り
修
正
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
、

の
名
誉
の
た
め
に
、
農
民
の

の
家
臣
日
領
主
同
胞
の

-142 

の
間
同
題
で
あ
り
、
も
う

つ
は
住
民
に

い
か
な
る

に
関
す
る

に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
位
が
考
講
さ

品
伯
の
ば
あ
い
は
、

の
普
及
政
策
に

し
な
が
ら
も
、

ロ
リ
ス
と

の
プ
ラ
ン
シ
ポ
!
日
プ

し
て
い
た
。

求
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ま
た
品

P

イ
l
ズ
と
ピ
エ
ー
ル
の
よ
う
な
弱
小
領
主
は国
王
と
同
様
に
機
智
法
特
許
状
へ
の
イ
品
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
会
と
り
え

と
み
る
こ
と

iJ'; 

一
の
頴
題
の

の
政
治
的
権
利
に

の
は
正
し
く
な
い
。

い
れ
に
つ
い
て
も
み
た
よ
う
に
、

に
「
造
罷
」
し
た

特
許
状
の
効
力
合
シ
ャ
シ
パ

i
-
一
品
川
但
へ
の

て
は
、

住
民
が

か
っ
た
」
と
判
較
す
る

へ
の
参
加
を
ほ
と
ん

周
辺

-
領
主
鎮
め

い
に
も
、

の
ば
あ
い
で
さ
え



也
、
住
民
の
政
治
的
権
蒋
な
認
め
た
僕
習
法
特
許
状
が
存
夜
し
て
い

多
数
の
立
、
、
、
ュ

1
ン
都
市
が
成
立
し
て
い

る
な
ら
ば
、
当
時
の
住
民
が
経
済
的
特
権
だ
け

に
ゆ
え
政
治
的
権
科
た
懇
め
ま
い
と
し
た
の
か
に
あ
る
。
だ
が
、
こ
の

た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
問
題
は
門
ド
リ
ス
特
許
状
に
お
い
て
な

コ
ミ

?iγ
連
動
を
含
む
共
同
体
の
政
治
運
動
と
居
正

の
共
同
体
政
策
と
の
全
面
的
検
討
を
必
裂
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
シ
ェ
ノ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
結
果
的
に
、
十
三
世
紀
後
半
以

降、

2
8
由
都
市
が
ブ
レ
ヴ
ォ
都
市
と
よ
ば
れ
る
単
結
特
権
の
都
市
守
日
E
門
欲
的
E
M
1
9
同
窓
口

n
E
3〉
の
タ
イ
プ
に
接
近
い
し
た
こ
と
が

殺
的
傾
向
と
な
り
、

こ
れ
と

の

の
築
権
化
が
対
{
め
し
て
遂
行
し
て
い
っ

と
す
れ
ば
、

詳
口
リ
ス
特
許
状
は
、

王
様
に
と
っ

て
す
ぐ
れ
で
先
駆
的
役
割
を
演
じ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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戸リス特許:/k普及村の年代別・普及者別表

字三げ?竺及¥者 !大サ司ン教ス

シャン
クゥノレト サーンセ

国 王 ノ、。、~ ニニ 諸露i主
伯
ネ領主 ーノレイ白

ノレ イ 6317E ) 2 (1108-11 

ノレ イ 7 位。) 23 2 2 3 (1137-118 

フィリップヱ 9 5十1* 6 
オーギュスト 句『陶・・ a・‘'ー 司同司伊回目・ 明“山由ーー咽町田博晶 一件宇・ーー----.齢枠・

(118仁一1223) 1 4 1 

ノレ イ 8 1ft 
(1223-1226) 

サン=ノレイ
3 1十1*ネ (3)林*

(1226--1270) 

フィザップ23815)E 3(?) (1270ー1

ブィザップ44世) 6(?) 
(1285-131 

計 83 47 2 7十lネ 8+1** 6 十 (3)料*

100% 57% 30% 13% 

I 表

点線は 1202年。

斗シャンパーニュイ白ティボーヱノレコボンの息子，ブロワ伯ノレイ 1titiJ~授与。

料ネグェノレ・フオレ佑ギ (Gui)がJ受与。 ギの妥マオl土1mネヴェノレイ白ピエー
ルエド z クウノレトネの娘でその伯僚の相続人。

料ドこの三カ村;こはすでにサンコノレイも授与しているので総数回カト!のr-I-I;こは

含まれていない。
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P リス特許1!~皆及村の普及年代と普及35

虫色
[:::j 名者及

Louis VI 

II 

表 n

名

le Moulinet 

Chapεlle-lは-Reine2 

LOllis VII Yeyτe-le-ChtLtel 3 

/ノ

1/ 

Henri 101' 
(シャンパーニュ伶)

Louis VII 

1153 

1163 

1165 

Sceaux-cn-G江tlnalS

Villeneuve-le-Roi 

Clwource 

J 

J 

6 

165 Sennely 7 

グ

Pierrc de France 
(クウノレトネf;fi主)

1169 Lo τrez-lc-Bocage 

Preau:s 

8 --a 

g-b 

Montargis a 9 

ノケAmillv b 9 

1I 

Guillaume (サンス大司教)

Henri I01' 
(シ γンパーニュイ1'1)1

Louis VII 

I1 

λr 

(; UlI豆l;¥c入なし)

グ

1/ 

ノケ

1/ 

ノy

ノケ

Uli!図記入なし)グ

1171 Bois-lc-Roi 

Villenenyc-l'Archeveqlle 

10 

11 

12 

Gauhεrl1n 13-a 

Barville 

Conrcelle 

1~1-b 

Bois--Girarcl 

Batillγ 

St. -IVlargueri le 

St. -Louj) 

Bratcllo行

Bricovillare 13-i 

グClos-le-Roi 13-k 

(t也i豆2iJ入なし)

/ノ

I1 

乃F

11 

I1 
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Goi (l'aleu de) 

Montes--Estue 

13-1 

13--m 



I地の図番上号 キす 名 普及年代 普 及 者 名

13-n Virgutellum 1175 Louis VII (地図記入なし)

14 Chalou-la-Reine 1175 Louis VII 

15 Rousson 1175 Guillaume (サンス大司教)

16-a Flagy 1177 Louis VII 

16-b Bichereau ル' グ

17 Ferri色res 1185 Philippe-Auguste 

18 Bois-Col11l11un 1186 グ

19 Angy 1186 ノク

20 Voisines 1187 I! 

21 Nonette 1188 グ

22 St. -Andr品-le-D岳sert 1188 11 

23 Di氾nont U90 バノ

24 I Barlieu 1190 Etienne 1er (サンセーノレ伯)

25 Sancerre 1152-1190 λF I! 

26 St. -Brisson 1152-1190 ル' 乃'

27 Me口岳treol-sous-Sancerre 1152-1190 11 グ

28 la Fert品-Loupi色re 1152-1190 I! グ

29 Chaul11ont-en-Bassigny 1190 Henri II (シャンパーニュ)

30 Marchenoir 1193 Louis (ブロワ伯)

Thibaud III 31一江 St. -Mards 1198 
(シャンパーニュ)

31-b Vauchassis 刀r ル' ル'

31 ( c le Chel11in 11 λF 乃'

32 Ervy 1199 λF λF 

33 l'Etang-le-Col11te 1199 Guillaul11e (サンセーノレ佑)

34 Cl岳n 1201 Philippe-Auguste 

35 Sancoins 1202 11 

36 Mailly-le-Chateau 1200-1212 Pierre (クゥノレトネ鍛主ノレ伯， 
オセー ) 

37 Mailly-la-Ville 1200-1212 I! I! 
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地の番図上号Iキヲ 名 i常及年代! 主ま 及 者 名

文北大λそ主「ら
38 la Chapelle d' Angillon 1212年頃 Archambaud (Sulli領主)

39 la Selles-en-Berry 1216 Robert (クワノレトネ領主)
官紀要官
40 Mehun-sur-Y色vre 1219 1/ 11 )とその妾

41 Salornay 1220年頃 Philippe-Auguste 

42 Isdes 1227 Henri (Sulli領主)とその妥

43 St. -Laurent-sur-Baronjon 1234 Robert (クゥノレトネ領主)と
その妥

44 Vermenton 1235 Gui (ネヴヱノレ・ブォレイ台)と

戸'
その委

45 Cortevaix 1236 ]osseran Cortev品領1a0i主1x5 ， Brancion 
46-a Diant 1239 Saint-Louis， Heloise， Pierre 

46-b Po立t-sur-Y onne グ 1/ 1/ 11 

46-c Gisy グ 11 1/ 11 

47 Fouch色re8 1243 Erard (Valery僚主)

48 Gracay 1246 Pierre ( Gracay IM主)

49-a Villeneuve-la…Guyard 1248 日邑101seP(ciehIumontr領sn主(i主J， 
rre (Barrs IiIi::tJ 

49-b Villeblevin 1/ 1/ 11 

1/ グ
49-c Chaumont-sur-Y onne 1/ 11 Aア

ろア グ
49-d Chapelle-Champigny ノア 11 か

グ /ケ
49-e Villemanoche ノケ グ ろ'

グ領-(P主aia) グ ) 50 Chateauneuf-sur-Cher 1258 Renoui(r、CeIuI(I iS ant Pierre 1St. -Palais領主)
51 Aubigny 1272年以前 Philippe III (? J 

52 Cha teau-Landon 刀F ノア (?J 

53 Arconville 1281年以前 ノク (?J 

54 Moulineux 1300年以前 Philippe IV I? J 

55-a Fellottes 1314年以苅 1/ (?J 

55-b Voulx* グ ル' (?J 

55-c Ch岳roy本 1/ 1/ (?J 

55-d Lixyネ グ グ (?J 

55-e 。ollot 1/ ノア (?J 

* M.パコーによれば LouisVIIが授与。
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地図 III 国王直轄鎖とシャンパーニュ伯領の境界地帯 (1)

(]. Hubert， op. cit.， p. 25より転載〕
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(2) 図 IV国王夜絡先1とシャンパーニュ伯簡のほ界j也fi?土生
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